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6月1D日 発 行

東
京
都
千
代

田
区
内
幸
町

一
ノ

一
ノ

一

帝
国

ホ
テ
ル
束
雌

〒
鵬

日
本

記

者

ク

ラ
ブ

発

行

電
話
鰍
旦

誇

庭

線
究
ゴ一一

昼
食
会

は
三
木
、
大

平
氏

で

記
者
会
見

に
は
東
独
初

の
政
治
代
表

団

五

月

の
行
督
は
、
連

休

あ

け

の
九
日
、

目
本

社

会

党

の
招
き

で
来

口

し
た
ド
で

ツ

社

会

主
義

統

一
党
中
央

委

員

会
代

表
団

の

記
者

会

見

で
始
蚕

”
た
。

こ

の

代

表

団

は
、

わ
が
国

と
国
交

関
係

の
た

い
東

独

か

ら

の
は

じ
め
て
の
政

治
代

表

団

だ

っ
た

の

で
、

ム
吾
兄
の
話
題

も
、

両

国

の
国
」父
正
帯巾

化

の
見

通

L
や
通
商

問

題

に
集
中

し
た
.

出

席

者

は

二
卜
名

だ

q
た

が
、

外

人
記
者

は

す

べ
て
酉
ド
イ

ツ
の
通

信

、
放
送
記
者

で

、
会

見

が
終
わ

っ
た
後

も

、
東
ド

イ

ツ

の

一
行

を

ひ
き
と

め
、
談

笑

の
う

ち
に
東

西

ド

イ

ツ
の
交
流
を

は

か

っ
て

い
た

の
が

目

に

つ
い
た
。

翌

十

目

は
、

日
本

入

と

し

て
初

め
て
国

連

の
上
級

職
員

に
な

っ
た
赤

谷
源

一
大
使

を

初
川
き

、
国
際
会
議

外
交

の
裏

甘詰
し
を
聞

い
た
、
赤

谷
人

使

の
経

.歴

そ

の
も

の
が

、

日
本

の
国
際
外

交

の
歩

み

を

示

す

も

の

で
、

体

験

に
裏

汀

ち

さ

札

た

そ

り

活

し

は
、
非
常

に
実

の
あ

る
も

の
だ

っ
た

。

話

が

オ
フ

レ

コ
だ

っ
た

の
で
、
参

加

者

は
会

口貝
に
…眠

「
た
が

、

各

社

の
国
際

間

顯
叫
の

ベ

テ
ラ

ン
記

者
、

外

報

デ

ス
ク
な
ど

専

門

家

げ

か
り
ト

圧
名

ほ

ど
集

圭

一.
た
.】

つ
づ

い
て
十

一
[
、
自

民
党

次

期

総

歳

候
補

と

し
て
た

だ

.
入
、
北
京

に
行

っ
て

き

た
一.一木

武
夫

代

議

士

を
ゲ

ス
ト

に

し

て

昼
食
会

を
開

い
た

。

席

h
、

三

木

氏

は

目
米
安

保
条

約

と

口
中
国
交
回

復

は
結

び

つ
け

て
考

え

る

必
要

が
な

い
」
と

雪
[
明

、

質
問

が
、

日
中

…問

題
以

外

に
及

ぶ

と

[
あ

主
り
生
臭

い
話

し

は
…
…
」
と
慎

重
一
に
避

け

て
、
巾
国

問

題

一
本

に
し
ぼ

っ
て
意

見

を
表
明

し
た
。

月
後
半

の
二
卜

三

H
に
は
、

同

じ
自

民

党

の
大
.平
正
芳

代

議

士
を
招

い
て
、

最

近

の
政
局

に

つ
い
て

話

し
を
聞

い
た
。

ポ

ス

ト
佐
藤

が
話

題

に

な

る
に

つ
れ
、

こ

れ

ら

有

力
代
議

士

は
関

心

の
的

に

な

る

と

み

え
、

三
木

昼
食

会

に

は
九
+

三
名

。

大

平

昼
食
会

に
は
九

十

名

と

い
う
多
数

の
会

員

が
参
加

し
た
。

ま

た
記

者

会
見

で
は
レ

.
日

に
、

E
C

通
商
担

当

委

員
ダ

ー

レ
ン
ド

ル

フ
氏

の
会

見
を

「
ホ

テ

ル

・
オ
ー
ク

ラ
」

で
行

な

り

た
。

こ

の
△
諏
見

は
、
前

口

の
午

後

急

に
決

定

し
た

も

の
だ

っ
た

の
で
、

在

京

会

嫉
祉

の
担

当
者

に
.竃
話

で
連
絡

し

た

だ
け

だ

っ

た
が

、

四

十

名

ほ
ど

の
内

外
一記
者
一が
集

ま

り
、

日
本

と

E
C

の
統

一
通

商

協

定

交
渉

に

つ
い
て

、
突

っ
こ
ん
だ
質

疑

が

か
わ
さ

れ
た
。

ク

ラ
ブ

の
公
式

行
事

は
、

以

上

の
よ
う

な
も

の
だ

∩
た
が
、

こ

の
と

こ
ろ

ク
ラ
ブ

・
ル
ー

ム

や
会

議
室

の
利

嚇

が

あ

い

つ
ぎ

事
務

局

は
嬉

し

い
悲
鳴
を

あ
げ

て

い
る
。

従
来

か

ら

の
座

談
会

や
懇

淡

会

な

ど

の
ほ

か
に
、

ケ

ラ

ス
ム
五
な
F
}
の
{疋
㎞期
的

な
ヘ
ム
ヘ
ロ

も

ふ
え
、

ま

た
、
出
版

、
受

賞

、
叙

勲

な

ど

の
祝

加
只
△
茨
、
外
都

主
催

の
・記

者
ム
匹
見

な

ど
に

ク
ラ

ブ

が
有
効

に
利

川

さ

れ

る

よ
う

に
な

り
て

き

た
。
だ
が

こ
の

よ
う

な
会
合

は
奇
妙

に
重

複

す
る

こ
と

が
多

い
。
利
用

さ
れ

る
方

は
、

な

る
べ
く

早

目

に
事
務

局

あ
て
申

し

こ

ん
で

い
た
だ
き

た

い
。

(1)
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第

25

回

理

事

会

昭
和
47
年
5
月

10
口

日
太
一紀
者
【ク
ラ
ブ

(水
)

一
、
入
退

会

社
報

告

退
会

北

海

ダ
イ

ム

ス
、
高

知

放

送

、

秋

田

テ

レ
ビ

(
以
上

四
刀

一
日
付

)

入
会

陸

奥

新
報

(
五
月

一
日
付

)

二
、
個
人

会

員

入

会

に
関

す

る
件

山

口
進

放

送

番
組

セ

ン
タ
ー

事

務

局

長

(
N

E

T
、

民
放
連

推
薦

)

石
橋

恒

喜

氏

(
毎

巨
新

聞

、
新

聞
協

会
推

薦

)

以
上

二
氏

の
入

会
を
承

認

し
た

。

な
お
個

人
会

員

の
人
会
基
準

に

あ

る

.

〃
報
道

関
係

者
肱

の
内
容

に

つ
い
て
、

意

見

の
交
換

が
行

な

わ
れ
た
が
、

「
〃
取
材

に
関
係

あ

る
者

11

と
狭
義

に

理

解

し

た

い
」

「
広
告

、
販

売
関
係

者

な

ど
を

含

む

広
義

の
解

釈

は
、
準

会
員
制

度

を

設

け

た

際

に
考

慮

し

た

い

「
蛮
ど

の
意

見

が

、
有

力

で
あ

っ
た

が
、

こ
の
点

に

つ
い

て

は
、

さ

ら

に
検

討

を

加

え
る

こ
と

に
な

っ
た
。

出
席

者

高

田

理

事

長

、
理

事

目
渡

辺
、
原

、
武

山

、
堀

田
、
二
階

堂

、
藤

本
、

江
尻
、

松
本

、
泉

、
高

橋

(
橋

本

代

)
、

杉

山
、

監
事

11
田
村

、
鈴
木

、
事

務

局

n

春

原

第

51

回

企

画

委

員

会

昭
和
47
年
5
月
10
日

(
水
)

口
本
記
膏
門ク
ラ
。フ
ム
調
議
{至

四
月

の
行

事
報

告

の
後
、

五
、

六
月

の

企

画
を
協

議

。

ラ

ン
チ

ョ
ン

・
ゲ

ス
ト

に

は
、
福

田
外

相

、

大

平
正
芳
代

議

士

、
佐

々
木

日
銀
総

裁

を
候

補

に
し
て

交
渉

す

る

こ
と
、
在

阪

企

画
委

員
か
ら
要

望

の
あ

り

た
ト

ロ
ヤ

ノ

フ

ス
キ

ー

・
ソ
連

大

使

を
ゲ

ス
ト

に
す

る
大

阪

の
会
合
を

実

施

す

る

こ

と
、
新

任

大

使

の
歓

迎
夕
食

会

を

実

施

す

る
こ
と
な

ど

が
決

定

し
た
。

な

お

四
刀

に

開
催

し

た

「
韓

国

の
夕

」
が
盛

会

だ

っ
た

の
で
今

後

、

各

国

の
タ

ベ
を

つ
ぎ

つ
ぎ

に

開

き
た

い
が

、
新

任

大
使
招
待

の
機

会

な

ど
に
あ

わ
せ

て
実

施

し
て
は
ど

う

か

な
ど

の
意

見

が

出

さ

れ
、
検

討
す

る

こ
と

に
し

た
.

会
員
の
異
動
-

.

入

会

社

陸
奥
新
報
社

北
村
武
四
郎

代
夫
取
締
役

本
間

操

東
震
支
祉
長

入
会

藤
井

勇
見

北
日
本
新
聞
仕
社
長

西
村

俊

ラ
ジ
オ
悶
西
東
京
支
社
長

江
ロ

宏

毎
日
新
聞
社
政
治
部
副
部
長

林
原

竜
吉

〃

東
京
本
祉
編
集
局
長

山
ロ

石
橋

田
島

菅
沼

進
恒
喜

正
典

芳
二

篠
原

信
行

放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

新
聞
即
売
委
員
会
審
議
委
員

信
越
放
送
取
締
役
東
京
支
社
長

名
古
屋
ク
イ
ム
ズ
社
縞
集
局
長

代
理
論
説
委
員

信
濃
海
日
新
聞
編
集
局
次
長
兼

通
信
部
長

退
会

中
谷
不
二
男

(毎
日
新
聞
)
西
山
太
吉

(
毎
H

新
聞
)
北
川
長
二
郎

(北
口
本
新
聞
)
青
木
啓

(
ラ
ドン
オ
関
西
)
内
山
[忠

(東
奥
日
報
)

役
職
変
更

小
関

武
彦

信
濃
毎
日
新
聞
編
集
局

政
経
部
長

島
田

三
郎

〃

東
京
支
社
報
道

部
次
長

大
森

茂

日
本
テ
レ
ビ
取
締
役
放
送
本
部

副
本
部
長

高
岸

正
巳

佐
久
間
芳
夫

江
川

三
浦

岡
本

周浩
博
美

〃

外
報
課

産
業
経
済
新
聞
政
治
部
次
長

〃

編
集
委
員
室
長

〃

文
化
面
編
集
部
長

広
島
テ
レ
ビ
東
京
支
社
長

新

着

購
入
図

書

ひ
よ

わ

な

花

ブ

レ
ジ

ン
ス
キ

ー

レ
イ

テ
戦

記

大
岡

昇
平

ア

メ
リ

カ
株
式
会

社

早

川

書

房

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
解

剖
…

ア

ン
ソ

ニ
ー

サ

ン
プ

ソ

ン

た
べ
も

の
文
明
考

大
塚

阿
片
戦
争

陳
舜
臣

滋

金

製

カ

フ
ス
、
タ

イ

ピ

ン

セ

ッ
ト

も
お
目
見
え

日
本

記
者

ク
ラ
プ

メ

ン
バ
ー

の
し
る
し

カ

フ

ス
、

タ
イ
ピ

ン
セ

ツ
ト
に
金

製

の
も

の
が

登
場

し
ま
し

た
。
銀

製

の
も

の
を
求

め

ら

れ

た
会
員

の
方

の
希

望

に

こ
た
え

て

製

作

し
た

も

の
で
す
。

会

合

や
催

し
も

の

で

の
記
念

品

、
贈

り
物

等

に
も
こ
利

川
く

だ

さ

い
。

銀

製

セ

ッ
ト

六

〇

〇

〇
円

金

制
汎
セ

ッ
ト

九
〇

.O
O

円

1
8
日

8

日

16

日

六
月
行
事
予
定

(木
)
午
後

4
時
半

～
5
時
半

甘
器

O
碧

ぢ
①
英
国
通
産
大
臣

記
者
会
見
、
ク
ラ
プ
ル
ー
ム
。

(
木
)
正
午
～
午

後

2
時

佐

々
木
直
日
銀
総
裁
昼
食
会

帝
国
ホ
テ
ル
本
館

3
階

〃
亀
”

(
金
)
午
後
7
時

～

映
画
試
写
会

〃
札
幌
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
”
東
由上
A
試
館

8
階
試
写
室

(2)



第28号昭和47年6月10日

昭

和

47
年

4

月

27

11

(
木

)

高

松

塚

古

墳

の

発

堀

に

つ

い

て

高
松
塚
古
墳
の
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
奈
良
県
明
11
香
村
ー

奈
良
市
か
ら
ほ
ぼ

二
十

キ

ロ
ほ
ど
南
、
大
椥
.平
野

の
南

の
は
し

で
す
。

こ
の
辺
は
お
寺
も
ご
ざ

い
ま
す
、
そ
れ
と
同
時

に
天
皇
陵
な

ど
を
ふ
く
め
た
宵
墳
1
1
-
時
代
的
に
い
う
と
七
肚
紀

あ
る
い
は

八
世
紀
に
入
る
も

の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ー

い
わ
ゆ

る
古
墳
時
代
の
終
末
期

の
も

の
が
蘇
在
し
て

い
る
。
あ
る
入
は

「
こ
こ
は
陵
墓
、
墳
墓

の
谷

で
あ
る
」
と
,
そ
う

い
う
い
い
方

を
す
る
ぐ
ら
い
で
、

こ
の
時
期
の
占
墳
が

こ
れ
ほ
ど
群
在
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
も
う

一
か
所
、
奈
良
か
ら
山
を

こ
え
て
大
阪
に

入
り
ま
し
た
太
子
町

で
す
。
河
内
飛
鳥
ー

飛
鳥

と
い
う
の
は

文
献

に
も
河
内
飛
鳥
、
奈
良
飛
鳥
と
二
か
所
あ

り
ま
す
。
そ
れ

が
時
代
に
よ

っ
て
い
ろ

い
ろ
問
題
も
あ
る
わ
け

で
す
が
、
大
阪

の
飛
鳥
に
は
聖
徳
太
子

の
墓
、
あ
る
い
は
推
古
天
皇

、
そ
れ
も

神
話

つ
き
の
古
墳
が
群
在

し
て
い
ま
す
。
神
話

つ
き
の
宵
墳
と

の
あ
る
と
こ
ろ
が
ど
ち
ら
も
飛
鳥
で
す
。
非
常

に
興
味
深
い
地

域
な
の
で
す
が
、
そ

の
中

で
こ
ん
ど
は
文
武
天
皇

の
墓
か
ら
二

百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
地

で
、
こ
の
高
松
塚
古
墳
が
発
見
さ
れ

た

の
で
す
。

「

田

中

琢

(
更
化
庁
虻
化
財
保

護
調
査
官
)

こ
の
高
松
塚
謳自
墳

の
発
.見
の
経
緯
は
、
明

口
香
村
の
村
史
を

編
州暴
す
る
に
あ
た
り
そ

の
資
料
を
得
る
た
め
に

こ
の
古
墳
の
発

掘

を

や
り
た
い
と

い
う

こ
と
で
、
明
n
香
村

が
発

掘

の

主
体

者
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
が
担
当
者
と

い
う

こ
と
で
三
月

一
日

か
ら
始

め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
も
と
も
と
は

こ
の
古
墳
は
本
濃

占
墳

か
ど
う
か
も
わ
か

っ
て
い
な
か

↓.た

の
で
す
。
昭
和
三
十

六
、

七
、
八
年
ご
ろ
文
化
庁

を
中
心
に

い
た
し
ま
し
て
各
都
道

府
県

で
全
国
の
い
ろ
ん
な
遺
跡
、
古
墳
な
ど

の
台
帳
を

つ
く

り

た

こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
台
帳
に
、
実

は
の
つ
て
い

な
か

り
た
古
墳
で
す
。

た
ま
た
ま
あ
の
地
方

で
生
姜
を

つ
く
る

入
が

あ

っ
て
、
地
面
に
穴
を
堀

っ
て
そ
れ
を

貯
蔵

し
よ
う
と
し

て
古

墳
の
据
の
と

こ
ろ
に
穴
を
あ
け
て
み
た
ら
凝
灰
岩
-

大

和
と
河
内
の
境

の
二
条
山
が

こ
の
凝
灰
岩

の
産
地

に
な
り
ま
す

四
角
い
切
石
が
穴

に
の
ぞ
い
た
.
あ

の
辺

の
古
墳
で
、
凝

灰
岩

の
切
石
が
出

る
と

い
う
こ
と
は
ち

ょ
っ
と
し
た
も
の
だ
、

と

い
う
こ
と
は
考
古
学
を
少

こ
し
か
じ

っ
て

い
る
も

の
な
ら
常

識

で
す
。
そ
こ
で
明
日
香
村
か
ら
文
化
庁

に
発
掘
届
け
が
出
た

段
階

で
、
文
化
庁

の
出
先
機
関
で
あ
る
奈
良

国
立
文
化
財
研
究

所

の
研
究
員
に
電
話
を
し
ま
し
て

「発
掘
が
始
ま

っ
た
ら
、
毎

口
行

っ
て
ど
う
い
う
も

の
が

ど
う
い
う
状
況

で
出

る
か
報
告

し

て
く
れ
。
非
常
に
重
.要
な
古
墳
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
」

と
、
私
も
事
前
に
電
話
し
て
お
い
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味

で
末
永
先
生
な
ど
も
重
.要
な
占
墳
だ
ろ
う
と

い
う

こ
と
で
、
飛
鳥
時
代
、
飛
鳥
地
域
を
解
明
す
る
上

で
重
.要

な
資
料
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ま
た
村
史
を
編
纂
す

る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
も

つ
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で

ご
計
画
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

一一.月

一
日
か
ら
発
掘

は
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
古
墳
の
外
形

で
す
が
、

こ
の
古
墳
は
外
形
か
ら

み
ま
す
と
直
径
が
十
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
程
度

の

ご
く
平
凡
な
形
で
す
。

た
だ
直
径
十
八
メ
ー
ト

ル
に
対
し
て
高

さ

五
メ
ー
ト
ル
と
い
う

の
は
ふ

つ
う
の
古
墳
と
く
ら
べ
ま
し
た

ら
高
す
ぎ
る
。
後
期
古

償
は
日
本
中
、
数
「
厚
に
近

い
数
が

あ

る
と
田
心
い
ま
す
が
、
普
通
十
八
メ
i
ト
ル
で
す

と
高
く
て
コ
.メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
な
だ
ら
か
で
す
、
こ
れ
は
ち

ょ
っ
と
高

い
で

す
ね
血
形
は
円
識
で
す
。
特

に
外
部
に
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
よ

う

な
根
跡
は
今
の
と
こ
ろ
み

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は

外
側

に
石
を
並
べ
た
り
と
想
像

で
き
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
す

が
。
た
だ
凝
灰
岩

の
切
石
-

五
十
セ
ン
チ
角
ぐ

ら
い
、
厚
さ

三
十

セ
ン
チ
ー

が
墳

丘
の
裾
の
方
に
あ
る
の
で
す
が
、

こ
れ

も
ち

ょ
っ
と
異
常
で
す
。
背

が
高

い
が
特

に
特
異
な
外
形
も
し

て

い
な

い
と
い
う
古
墳

で
す
。
実
は
こ
の
古
墳

は
以
前

に
盗
掘

さ
れ
て

い
ま
す
。
掘

っ
た
方

の
話
に
よ
り
ま
す
と
盗
掘
青
が
残

し
た
燈
明
皿
が
残

っ
て

い
る
。
そ
れ
を
推
定

し
て
室
町
だ
と
か

あ
る
い
は
江
戸

の
初

め
だ
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
燈
明

皿
を
み
て
い
ま
せ
ん
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
物
を
見
れ
ば

あ

る
程
度
推
定
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。
幕
末
、
安
政

の
頃

の

絵

図
を
み
ま
す
と
、

こ
の
辺
の
占
墳
を
江
戸
時
代
後
半

の
国
学

者

が
相
当
研
究
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
と
く
に
、
天
皇
陵
の
研

究

と
い
う
こ
と
で
、

ど

の
天
皇

の
お
墓
が
ど

こ
か
と
い
う

こ
と

(3)
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を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
相
当
詳

し

い
調
査
を
し
て

い
ま
す
。

平
城
宮
跡
な
ど
を
研
究
し
た

の
も
江
戸
時
代

の
国
学
者
が
最

初
で
す
ね
。
し
か
も
そ
の
研
究

と

い
う

の
は
相
当

レ
ベ

ル
の
高

い
も
の
で
す
。
そ
う

い
う
人
た
ち
が

こ
の
辺
の
古
墳

に

つ
い
て

し
ら
べ
て
書

い
た
も

の
が

い
く

つ
か
残

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

奈
良

の
図
書
館

に
あ

る
安
政

の
頃

の
そ
う

い
う
絵
図
に
は
古

墳

の
上
に
長
さ
二
間
、
幅

一
間
ほ
ど

の
、

お
ち
く
ぼ

み
が

あ

る

と
、
そ
う

い
う

こ
と
が
書

い
て
あ
る
、

だ
か
ら
安
政
以
前

に
盗

掘
さ
れ
て

い
た

こ
と
は
ま
ち
が

い
な

い
で
し

ょ
う
ね
。

今
回
の
調
査
は
そ
の
盗
掘
穴
を
き

れ

い
に
さ
ら

っ
て
そ
こ
を

掘
り
広
げ
る
、
そ
う

い
う

や
り
方

で
発
掘
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

二
十
日
ほ
ど
の
間
は
.
大
し
た
物
も
出

て
こ
な
く
て
掘

っ
て
い

た
方

々
は
ど
う

か
な
と
い
う
感
じ
だ

り
た
よ
う
で
す
が
、

二
十

]
ロ
に
な
り
ま
し
て
石
椰
に
ぶ

つ
か

っ
た
わ
け
な
ん
で
す
。
日

本
の
古
墳
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
す
が
、
地
面
の
上
に
土
盛

り
し

て
い
ま
す
..
も
と

の
地
面
よ
り
も
下
に
下
げ
る
と
い
う

こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
盛
上

の
中
に
穴
を
堀

っ
て
石
椰
を

つ
く
る
.

こ

れ
が
だ
い
た

い
の
ル
ー
ル
で
す
。

こ
の
古
墳
も
同
じ
で
し
て
石

梛
の
床
面
は
、
も
と
の
地
面
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
す
。
墳

丘
の

ほ
ぼ
中
央
.に
石
梛
を

つ
く

っ
て
い
る
.
そ
の
石
郁
の
南

の
は
し

に
ぶ

つ
か

っ
た
わ
け
で
す
.
そ
し
て
そ
こ
に
盗
掘
し
た
時

の
穴

が
あ

っ
た
。
幅

八
十

セ
ン
チ
、
上
下
三
十
セ
ン
チ
～
四
十

セ
ン

チ
の
小
さ
な
穴
が
あ
い
て

い
て
、

の
ぞ

い
た
ら
絵
が
あ
る
と

い

う

こ
と
で
大
騒
動
に
な
り
新
聞
に
発
表

に
な

っ
た
と

い
う
経
緯

だ

っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
石
榔

の
内
側
は
奥
行
が
約

二

・
六
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

一

・
〇
四
メ
ー
ト

ル
.
高
さ

一
メ
ー
ト

ル
十
数

セ
ン
チ
、
非
常

に

狭

い
。
人
間
が
ち
ぢ

こ
ん
で
三
人
入

っ
た
ら
満
員
と
い
う

と
こ

ろ
で
す
。
仕
事
を
す
る
に
は
二
人
入

っ
て
か
ろ
う
じ
て
と

い
う

形
で
す
。

百
壁

の
石
は
東

西
両
壁
と
も
に
三
枚
ず

つ
の
凝
灰
岩
、

天
井

石
は

[
番
奥

の
と

こ
ろ
は
幅
が
せ
ま

い
十

セ
ン
チ
程

の
石

で
す

が
、
全
部

で
四
枚

あ
る
よ
う
で
す
。
奥
壁
は

一
枚
で
す
。

底

の

床
石
も

三
枚
以
上
あ
る
。
今

の
と

こ
ろ
三
枚
ま
で
は
確
認

さ
れ

て
お
り

ま
す
。
手
前

の
と
こ
ろ
は
別

の
石
で

一
枚
蓋
を
し

て

い

る
。
そ

し
て
こ
の
凝
灰
岩

の
切
石
を
す

べ
す
べ
す
る
ぐ
ら

い
き

れ
い
に
み
が
き
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
上

に
厚
さ
三
ミ
リ

か
ら

五
ミ
リ
程
度
、
純
粋
な
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
か
ら
な
る
と

こ
ろ

の

漆
喰
を
塗

り
ま
し
て
そ
の
上
に
極
彩
色

で
絵
画
を
描

い
て

い
る

と
い
う
も

の
で
す
。
古
墳
を
盗
掘
し
た
時
に
ゆ
る
ん
だ
の
で
し

ょ
う
か
、
.天
井

石
の

つ
ぎ
目
か
ら
雨
水
が
漏

っ
て

い
る
。

あ
と

は
そ
れ
程
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
よ
う

で
す
。
た
だ
盗
掘

し
た

時
で
し

ょ
う
が
、
穴
か
ら
土
砂
が
斜

め
に
奥
ま
で
入
り
こ
ん
で

お
り
ま

し
て
、
土

が
湿
気
を
ふ
く
ん
で

い
る
も
の
で
す
か

ら
⊥

の
か
ぶ

さ

っ
た
漆
喰

の
部
分
が
完
全

に
や
ら
れ
て
し
ま

い
、
そ

の
部
分

は
ほ
と
ん
ど
ボ

ロ
ボ

ロ
の
酒
粘
状
で
す
。
そ
こ
で
南

の

石
に
は
朱
雀
が
描

い
て
あ

っ
た
は
ず
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

、

こ

の
と
こ
ろ
は
盗
掘
す
る
時
に
ガ
ン
ガ

ン
穴
あ
け
を
し
て
る
わ
け

で
す
ね
。
振
動
・そ
れ
と
湿
気
で
完
全
に
絵
画
、
漆
喰
と
も

に
な

く
な

っ
て

い
ま
す
。
不
幸
な
状
況
で
す
。
し
か
し
そ
れ
以
外

の

部
分
は
か
な
り

よ
く
残

っ
て
い
ま
し
た
。
正
面
の
奥
壁
、

こ
れ

は

一
枚

で
す
が
、
奥
壁
の
正
面
に
は
亀

と
蛇
が
合
体
し
た
怪

獣

玄
武
が
描

か
れ

て
い
ま
す
。
玄
武
は
中
国

で
は
北
を
示
す

想
像

上
の
動
物

で
す
。
事
実
、
正
北
に
近

い
方
位
を
と

っ
て
お

り
ま

す
、
顔

の
部
分

は
削
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
盗
掘

の
時

の
し

わ
ざ
だ

と
思

い
ま
す
ね
、
盗
掘
者
が
土

を
掘
る
道

具

で

削

っ

た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
太
陽
と
お
月

様
と

が

一
番

ひ
ど
く
削

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
削

っ
た
か
、

い

ろ
い

ろ
説
も
ご
ざ

い
ま
す
が
、
割
合
単
純

に
、
入

っ
た
正
面

に

こ
わ

い
顔
を

し
た
蛇
と
亀
が
い
る
、

こ
れ
は
怪
奇
な
動
物
で
す

。
だ

か
ら
案
外

こ
わ
く
て
削

っ
た
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

東
の
壁

に
青
竜

の
絵
が
あ
り
ま
す
。
上
に
は
太
陽
と
雲
が
描

い
て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
盗
掘

の
時
ゆ

る
ん
で
雨
水

の
た
れ

て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
下
部
は
斜

に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
下

が
盗
掘
の
時

の
土
で
埋
ま

っ
た
わ
け

で
す
。

中
国
で
す
と
太
陽
の
中
に
は
、

三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
絵
を
描

く
の
が

一
つ
の
ル
ー
ル
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら

こ

こ
の
と
こ
ろ
に
も
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
絵
が
描

い
て
あ

っ
た
ん

じ

ゃ
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
辺
は
相
当

ひ
ど
く

い
た

ん
で
い
る
。
パ
ラ
パ
ラ
壁
が
落
ち
そ
う
で
す
。
し

か
し
こ
の
青
竜
が

一
番
力
つ
よ
く

よ

い
絵

の
よ
う

に

思

い

ま

す
。
玄
武
と

は
筆
つ
か
い
が
ち
が
う
。
当
然
、
基
本
形
を
描
く

人
,
色
を
塗

る
人
、
分
業
に
な

っ
て

い
た
と
思

い
ま
す
が
、

一

人
の
絵

か
き
が
全
体
を
描

い
た
の
か
ど
う
か
問
題
が
あ
り
そ
う

で
す
。

西
壁
に
は
白
虎
、
白
虎
は
自
で
す

か
ら
茶

系

統

で

描

い
て

る
。
上
に
は
月
が
あ

っ
て
雲
が
あ
る
。
銀
ぱ
く
を
し
い
て
い
ま

す
。
先

ほ
ど
大
陽

の
中
に
は
三
本
足

の
カ
ラ
ス
が

い
る
と

い

い

ま
し
た
が
、
中
国
で
は
月
に
は
ひ
き
が

え
る
を
描
く

の
が

ル
ー

ル
で
す
。

だ
か
ら
残

っ
て
な
い
か
と

み
た
の
で
す
が
わ
か
ら
な

い
。
描

い
て
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
が
。
下

の
雲

の
表
現
は
太
陽

の
構
図
と
き
わ
め
て
同

じ
で
す
。
こ
の
辺

の
壁

は
割
合
、
保
存
状
況
が
よ
ろ
し

い
で
す
。
青
竜
、
白
虎

と
も

に

足
を
ふ
ん
ば

っ
て
い
る
と
い
う
の
も

め
ず
ら
し
い
図
柄

で
す
。

北
に
玄
武
、
東
に
青
竜
、
西
に
白
虎
、
上
に
日
月
星
辰
が
あ

る
。
そ
う
す

る
と
当
然
南
側
に
は
方
位
を
し

め

す

神

様
、
四

神
、
朱
雀
が

あ
る
べ
き
で
す
が
南

の
壁

は
完
全
に
削
落

し
て
お

り
ま
し
て
、
漆
喰
が
ぬ

っ
て
あ

っ
た

こ
と
だ
け
は
ま
ち
が

い
あ

り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
描

い
て
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

四

つ
の

神
で
四
方

の
方
位
を
定
め
て
、

そ
れ

か
ら
日
月
を
配
し
て
、
当

(4)
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然
、
天
井

に
星
を
描
く
と
い
う

の
が
中
国

の
墓

の

ル

ー

ル
で

す
.
天
井

に
星
が
あ
れ
ば

一
通

り
の
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
は
全

部
そ
な
わ

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

日
月
や
青
竜
白
虎

の
ほ
か
に
、
東
西

の
両
壁
と
も
に
四
人
ず

つ
男
と
女

の
像
が
描

か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
、
召
使
だ
と
思

い

ま
す
、

束

の
壁

の
北
側
に
描

い
て
あ
る
像

で
、
左
の
は
し
の
女
性

の

長

い
ビ
ラ
ビ

ラ
し
た
も
の
は
購
で
し

ょ
う
.
そ
の
つ
ぎ

の
女
性

の
正
面
の
顔
も
珍
し
い
、
普
通
は
斜

め
の
顔
が
多

い
。
服
飾
史

上
問
題
に
な

り
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
描
き
方
は
高
句
麗

の
壁

画
と
完
全

に
違
う
と
申
し
上
げ

て

い
い
と
思

い
ま
す
、
た
と
え

ば
ス
ヵ
ー
ト
状

の
も
の
の
裾
が
ま

る
く
か

い
て
あ
る
、
斜
め
上

か
ら
み
た
形

で
す
。
立
体
的
に
描

い
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
高
句

麗
の
壁
.画

で
は
ほ
と
ん
ど
真
横

か
ら
描

い
て
い
る
。
斜
め
上
か

ら
描
く
と

い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
、
群
像
の
か
さ
な
り
あ

り
た

描
き
方
と

い
う
の
も
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
高
句
麗
壁
画

は

 

人

一
人
孤
立

し
て
な
ら
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
む
し
ろ
ふ

つ
う

で

す
、
入
間

の
描
き
方
と
し
て
こ
れ

と
類
似
性
の
あ
る
も
の
は
中

国
の
唐

の
墓

に
し
か
な
い
、
と

こ
ろ
が
中
国
の
唐
の
墓

の
も

の

と
こ
れ
を
が
ま

り
た
く

い
っ
し

ょ
か
と
巾

し
ま
す
と
、
全
く
ち

が
う

の
で
す
、
こ
う

い
う
感
じ

の
ス
カ
ー
ト
は
は
い
て

い
ま
す

が
、
胸
高

に
は
く
の
で
す
。
上

の
方
.は
短

い
上
着
で
す
。
樹
下

美
入
像

な
ど
そ
う
な

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
、
上
着
が

こ
ん
な

に
下
ま
で
く
る
の
は
中
国
で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
高
句
麗

の
壁
画

に
は
こ
う

い
う
衣
服
を
着

て
い
る
の
が
、
事
実
ご
ざ

い

ま
す
。
し
か
し
高
句
麗
と
は
画
法
が
ち
が

い
ま
す
。

壁
画
に
従
者

の
絵
を
か
く

の
は
本
来
中
国
の
お
蒐

の
ル
ー

ル

で
す
。

四

つ
の
神
様
で
方
向
を
定

め
て
、
日
月
と
星
を
か

い
て

宇
宙
空
間
を
構
成
す
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
し
て
現
世

の
従
者

を

な
ら
べ
る
、

こ
れ
で

一
つ
の
世
界
が
出
来
る
わ
け
で
す
。
そ
し

て
お
墓

に
お
さ
め
る
と
い
う
思
想
、
考

え
方
が
中
国

に
あ
る
わ

け
で
す
。
中
国

の
場
合
は
従
者

の
数
が
多

か

っ
た
り
、
従

者

の

中
に

い
ろ
ん
な
入
間
が

い
た
り
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま

す
。

こ
れ

は
シ

ン
プ
ル
な
形
で
す
が
、

そ
の
ま
ま
の
形

で
表
現

さ
れ
て

い
る
そ
れ
が
大
き
な
特
色

で
す

.

出

土
し
た
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
人
骨
は
、

壮
年
男

子
と
推
定

さ
れ
て
ま
す
、
遺
体
を
納

め
た
棺
桶
の
内
側

に
朱
を

塗
り
,
表

に
は
布
を
は
っ
て
漆
を
ぬ

っ
て
い
る
、

一
種

の
略
式

で
す
。
副

葬
品
と
し
皮
し
て
は
中
国

の
鏡
で
す
。
こ
の
鏡

は
模

様
か
ら
み

て
唐
代

で
も
そ
れ
ほ
ど
新

し
く

な

い
、
む

し

ろ
昭

代
。

こ
の
模
様

は
六
朝
の
終
り
ご

ろ
か
ら
出
て
き
て
ず

っ
と
あ

る
わ
け
で
す
が
、
階
に
近

い
要
素
を
も

っ
て
い
る
、
唐

に
し

て

も
初
唐

で
す
.
そ
れ
か
ら
刀
の
部

品
で
す
。
刀
を

つ
る
も

の
で

銀
製

で
す

。

.
本
分
が
そ
ろ

っ
て

い
ま
す
。
正
倉
院
に

あ
る
聖

武
天
皇
ご
拝

領

の
太
刀
は
金
メ

ッ
キ
が
し
て
あ
り
ま
す
が
、
銀

製
と

い
う

こ
と

で
か
な
り
有
力
者

の
も

っ
た
も
ん
じ

甲
な

い
か

と

い
わ
れ

て
い
玄
す
。

金
目
バも
出

て
ま
す
。

こ
れ
は
発
掘
さ
れ
た
方
は
棺
桶

の
飾

り

金
具

で
あ
ろ
う
と
い
ワ
て
業
す
が
、
あ
る
い
は
腰
に
飾

る
腰
飾

り
じ

ゃ
な

い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
、
問
題
は
こ
れ
が
、

先
程

の

刀
も

そ
う

で
す
が
、
は
た
し
て
日
本
製
か
ど
う
か
問
題

で
す
。

大
陸

製
品

か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ

の
古
墳

の
も

っ
て
い
る
意
味
と

い
う
の
は
、
第

一
に
中
国

の
お
墓
を

お
さ

め
る
そ
う
い
う
思
想
に
基
く
絵
画
が
あ

る
と

い

う

こ
と
で
す

.

こ
れ
は
高
句
麗

の
絵
画
も
そ
う
な

っ
て
ま
す
。

百
済

に
も
装
飾
古
墳
が
数
基
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
保
存
が

非
常

に
悪

い
の
で
、
世
の
中
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な

い
も

の
で

す
か
ら
、
朝
鮮

の
壁
画
と
い
う
と
す
ぐ
高
句
麗
を
連
想

し
が
ち

で
す

が
、
百
済

に
も
あ
り
ま
す
。
逆
に

い
い
ま
す
と
、

中
国
文

化
圏

の
中
に
あ

っ
た
墓
に
は
こ
う

い
う
の
は
幾

つ
も
あ

る
と
い

う

こ
と

で
す
。
た
だ
口
本

の
場
合

は
今
ま
で
装
飾
古
墳

は
九
州

地
方
を
中

心
に
し
て
分
布
し
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
関
酋

に
も
あ
り
ま
す
し
、
東
北

地
方

に
も
あ
る
わ
け
で
、
だ

い
た

い
六
世
紀

か
ら
七
世
紀
ぐ

ら

い
に
か
け
て
百
数
十
あ
り
ま

す
。
だ
が

こ
れ
ら
の
装
飾
+
口
墳

で
、
漆
喰
を
使

り
て
そ
の
L

に

描

い
て
い
る
と

い
う
の
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番

こ
れ
に

近

い
も

の
を
求
め
震
す
と
.
九
州

の
竹
島
占
墳
で
す
が
、

こ
れ

は
石
の
上
に
直
接
描

い
て

い
る
と

い
う
点

で
ち
が
う
。
ま

た
入

っ
て
い
く
と
前
室
が
あ

っ
て
奥

の
部
雄
が
あ
る

わ

け

で

す
、

室
が

二
つ
に
分
れ
て
お
り
ま
し
て
そ
の
境
に
壁
画
が
あ
る
。

こ

の

一
方
.が
玄
武
ら
し
い
の
で
す

、
他
は
朱
雀
ら
し

い
、
も
う

一

っ
は
青

竜
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
下
に
馬
、
人
が

あ
る
、
し
か
し
方
位
に
あ

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
,

描
き
方
も

ふ
ち
ど
り
し
て
中
を

ぬ
る
と
い
り
の
で
は
な

い
、、
そ

の
点
も
ち
が
う
、
あ
え
て
四
神
が
描

い
て
あ
る
と

い
う
点

で
は

こ
の
古
墳
が
最
も
近
い
も

の
で
す
。
し
か
し
装
飾
レロ
墳
は

こ
れ

ま
で
、
大
陸
文
化
の
影
響

だ
ろ
う
と
ず

っ
と
論
じ
ら
れ
て

い
ま

し
た
、
私
も

そ
う
思

い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
影
響

の
内
容

で
す

ね
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
そ
れ
を
理
解
し
て
描

い

て

お

っ
た

か
、
む
し

ろ
日
本
独
得

の
文
様
が
絵
画

の
中
に
あ
る
わ
け

で
す

ね
.
だ
か
ら
大
陸
丈
北

の
影
響
が
あ

っ
て
も
あ
く
ま
で
日
本
文

化

の
わ
く

の
中
で
処
理
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
日
本
的
な
墓
.を

お
ま

つ
り
す
る
や
り
方

の
中

で
処
理
し
て
い
る
.
と
こ
ろ
が
今

度

の
も

の
は
、
類
例
は
大
陸

に
し
か
求

め
よ
う
が

で

き

ま

せ

ん
。
口
本

に
は

一
例
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
飛
鳥
の
地
に
あ

る
と

い
う

こ
と
、
こ
れ
が
学
問
上
、
歴
史
上
、

一
番
重
要
な

こ

と
で
す
。
墓

に
埋
め
ら
れ
た
人
は
誰

か
。

こ
と
に
大
陸
的
な
来

世
観
を
も

っ
て
い
た
人
と
い
う
可
能
性
が
強

い
。
そ
う

い
う
方

が
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
な
か
な
か
解
決
は

つ
か
な

い
と

思

い
ま
す
。

こ
れ
は
考
古
学

の
遺
跡
、
遺
物

の
性
格
で
し
て
、

(5)
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と
く
に
こ
の
塾

に
墓
誌
が
無

い
と
い
う
の
は
決
定
的

で
す
「
墳

墓

に
は
ど
う

い
う
人
を
葬

っ
た
か
を
書
い
た
も
の
が
伴
う
べ
き

で
す
。
墳
誌
は
盗
掘
さ
れ
た
時
に
無
く
な

っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か

と
思

い
ま
す
。
出
所
不
明

の
墳
誌
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
当

た
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
が

非
常

に
残
A、心
で
す
,

こ
れ
に
葬

ら
れ
た
入
は
日
本
人
か
あ
る
い

は
亡
命
者
な
の
か
、
あ
る

い
は
二
階
、
「
世
な

の
か
今
各
方
面

で
な
さ
れ
て
い
る
議
論

は
あ
ま
り
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
古
代
史
学

の
特
色

で
す
が
.
戦
前
は
朝
鮮

と

い
え
ぱ

百
済

と
日
本

の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ

が
戦
後
、
飛
鳥
寺
の
発
掘
を
や
り
ま
+
と
飛
鳥
寺

か
ら
出

て
き

た
お
寺

の
伽
儲
配
置
と
類
似
し
た
も
の
は
高
句
麗

に
し
か
な
い

と
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
、
百
済

に
も
な
い
と
は
断
二【門
で
き
な
い

が
、
高
句
麗
に
あ
る
と

い
う

こ
と
で
す
.
高
句

麗

の
文
化
的
影

響

と
い
う

の
は
戦
後
非
常
に
電
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
,
だ
が

百
済

に
も
装
飾
古
墳
が
あ
る
わ
け
で
す
.
そ

の
辺

の
関
係
も
無

幌
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
窯
す
.
は

っ
き

り
し
て
い

る
の
は
中
圖
思
想
圏
の
中
で
営
ま
れ
た
墓
と
し
て
、
日
本
に

一

つ
あ
る
と

い
う
、
そ
れ
だ
け
で
す
、
そ
れ
以
外

は
今
後
の
研
究

に
待

つ
し
か
な

い
。

麿

の
永
泰
公
室
墓
は
四
神
が
描

い
て
あ

ッ
て
侍

女

の
絵
が
描

い
て
あ
る
.
群
橡
が
か
さ
な
り
あ

っ
て
い
る
.

こ
れ
は
高
句
魔

に
は
な
か

っ
た
、
そ
う
い
う
点
か
ら
み
る
と
絵

と
し
て
は
中
国

の
影
響
を
感
じ
ま
す
.
と
こ
ろ
が
服
装
と
し
て
み
れ
ば
む
し
ろ

似

た
も
の
は
高
句
麗

に
あ
る
。
と

い
っ
て
日
本

の
王

流

の
賞
族

階
級

の
服
装
は
何

で
あ

っ
た
か
こ
れ
は
わ

か

ら

な

い

わ
け
で

す
。
逆

に
案
外
素
直

に
あ
あ

い
う
怜
好
を
し
て
お

っ
た
と
考
え

る
方
が

い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
口
本
に
資
料

は
な

い
し
、

各

国
の
服
装
も
か
わ

っ
て
く
る
の
で
あ
ま
り
断
定

し
た
こ
と
は

い
え
な

い
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

質
問

石
室
が
狭

い
と

い
う

こ
と
だ
が
絵
か
き

は
ど

こ
で
絵

を
描

い
た
の
か
、

答

長
方
形

の
南

の
壁
を

の
ぞ
い
て
全
部
、
床

ま
で
漆
喰
で

塗

り

こ
め
て
い
る
、
と

こ
ろ
が
南

の
眉
だ
け

は

そ

う

じ

ゃ
な

い
.

.
番
角
の
と
こ
ろ
は
あ
て
て
い
る
だ
け
で
、
漆
喰

は
続

い

て

い
な
い
、
だ
か
ら
南

の
石
を
は
ず
し
て
中
で
絵
を
描

い
て
、

南

の
石
に
は
別
に
漆
喰
を
塗

り
て
、
絵
を
描

い
て
ポ

ン
と
あ
て

た
。
外

か
ら
漆
喰
で
め
ば

り
し
て

い
窯
す
.
南

か
ら
出
入

り
し

て
い
る
、
お
些
に
南
か
ら
出
入
り
す
る
と
い
う
の
は

ふ

つ
う
で

す

.、質

問

そ
れ
を

つ
く

っ
て
か
ら
上
に
土
を
盛

り
た

ん

で
す
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か
。答

発
掘
さ
れ
た
方

は
そ
う
お

っ
し

ゃ
っ
て
ま
す
.
し
か
し

も

し
も
そ
う
だ
と
す

る
と
、
口
本
の
古
墳
と
し
て
は
珍
ら
し
い

古
墳

で
す
。
目
本

の
宵
墳
と

い
う
の
は
い
っ
た

ん

土

を

盛

っ

て
、
そ
れ
か
ら
窯
を
設
け
る
だ
け
の
空
間
を
掘

っ
て
、
そ
こ
の

と

こ
ろ
で
室
を
入
れ
て
あ
る
部
分
を
う
め
て
羨
道

か
ら
出
入
り

す

る
。
と
こ
ろ
が
発
掘
者

の
方
は
平
ら
な
と

こ
ろ
に
石
室
を

つ

く

っ
て

い
ろ
い
ろ
仕
事
を

し
た
上
で
、
被
葬
者
を

入
れ
た
上
で

十

を
盛

↓
た
と
お

り
し

ゃ
,
て
い
ま
す
。
そ
の
点

に

つ
い
て
は

な
お
羨
道
が
あ

7
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
残

っ
て

い
ま
十
、
こ
の
占
墳
は
城
壁
や
壁
を

つ
く
る
技
術

で
上
を
隅
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
堀

る
の
が
大
変
で
す
、
ガ

ン
ガ

ン
や
る
と

壁

に
ひ
び
く
の
で
や
れ
な

い
と

い
う
制
約
が
残

こ
り
ま
す
。

質
問

被
葬
者

の
頭

の
方
位
は

答

盗
掘

で
そ
の
骨
は
だ

い
ぶ
乱
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
出
上

品

は
小
さ
な
青
や
黄
の
ガ
ラ

ス
暇
が
出
て
お
り
ま
す
。

質
問

従
者
ら
し
い
入
を
描
く
と
い
う
の
は
殉
死

の
風
習
の

か

わ
り
に
な
る
の
か
、
も
う

一
つ
は
壁
画
と
い
う

と
私
ど
も
は

壁

全
体
を
塗
り
こ
め
て

い
る
も
の
を
連
想
し
ま
す
が
、

こ
れ
は

壁

の

…
部

に
チ
認
ッ
と
描

い
て

い
る
が
そ
の
占
頃
…
…

答

従
者
と
駒
死

の
問
題

で
す
が
、
中
国
で
確
実

に
殉
死
が

あ

る
の
は
椴
代
で
す
、
奴
隷

な
ど
胴
と
頭
が
ば

ら
ば

ら
に
な

っ

て

る
の
が
あ
り
ま
す
.、
王
の
某
.に
戦
国
時
代
か
ら
壁
画
が
出
て

く

る

の
で
す
が
、
唐
代
ま
で
に
は
何
百
年

か
年
数
が
あ

る
わ
け

で
す
。
も
は
や
切
死
な
ど
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し

・・
う
か
。

ス
タ
ー
ト
は
殉
,死
の
か
わ
り
で
あ

っ
た
と
し
て
も

こ

の
段
階

で
果
た
し
て
そ

の
意
味
で
描

い
た
か
ど
う
か
疑
問

で

す
ね
。

日
本

で
は
正
確

に
殉
死
と

い
う

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
猫
き
方

の
問
題
で
す
が
、
中
国
や
高
句
麗

と
比
較

し
て
、
シ

ン
プ

ル
な
形
で
中
国
の
も

の
を
受
け
入
れ
た
と
思

い
ま
す
。
壁

(6)
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而
全
体
を
う
ま
く
利
用
.し
て
、
高
句
麗
の
星
の
か
き
方

天
体
の

か
き
方
な
ど
は
う
ま
い
で
す
。
そ
の
点
こ
れ
は
あ
ま

り
上
手
じ

ゃ
な

い
、
む
し
ろ
描
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も

の
だ
け
を
描
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
、
空
間
処
理

と
し
て
は
あ
ま
り
上
手
じ

ぞ
な

い
と

い
う
気
が
し
ま
す
。

質
問

11
本
に
お
け
る
そ
う

い
う
研
究
と
い
う

の
は
ど
う
な

の
か
、
あ
る
い
は
も
う
ち

ょ
っ
と
天
皇
陵
な
ん
か
発
掘

し
て
い

け
ば
解
明
で
き
る
カ
ギ
が
ど

ん
ど
ん
出
て
く
る
も

の
な
の
か
。

そ

の
辺
は

い
か
が
で
す
か
、

答

考
占
学
臼
身

の
学
問

の
方
法
論
と
か
ら
み
あ

り
て
く
る

わ
け
で
す
が
、
有
名
な
英

国

の
チ
ャ
イ
ル
ド
と

い

う

学

者
が

一.考
古
学
で
は
個
性
的
な

こ
と
は
議
論
で
き
な

い
」

と
い
っ
て

い
ま
す
.
た
と
え
ば
あ

る
人
間
が
ど
こ
か
で
何

か
を
し
た
と
い

う

こ
と
は
面
要
な
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
た
と

え
ば
今

こ
の
家

ま
、
大
震
災

で
埋
も
れ

た
と
す
る
と
、
こ
こ
が

日
本

記
者
ク
ラ

ブ

だ
と

わ
か
る
の
は
不
可
能

だ
と
思

い
ま
す
。
人
骨
が
残

ワ
た

と
仮
定

し
、

一
人
の
男
が
向

こ
う
向

い
て

い
た
、
数
十
人
が
こ

ち
ら
を
向

い
て
坐

っ
て
い
た
。
年
令
は
わ
か

っ
て
も
ど
う
い
う

も

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
が
歴
史
だ
と
、

ど
う

い
う
状
況

で
ど
う
し
て
い
た
か
と
書

か
れ
る
わ
け
で
す
。

と

こ
ろ
が
考
占

学

は
そ
こ
束
で
い
け
な
い
の
で
す
、
高
松
塚
も
そ

こ
ま
で
い
け

な

い
、

だ
か
ら
類
例
を

い
く

つ
も
集
め
て
き
て
様
式
と
し
て
浮

か
ん
で
く
る
も
の
を
と
ら
え
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
古
墳

が
特
異
な
ら
ば

こ
そ
か
え

っ
て
わ
か
り
に
く

い
。
類
例
が
多

い

と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で

つ
め
ら
れ

る
の
で
す
が
…
…
。

日
本

の
考
古
学
と
い
う
の
は
学
問
的
に
み
て
そ
う

お
く
れ
て

い
な

い
。
し
か
し
戦
後
東
洋
史
学
は
全
体
に
落

ち

て

き

ま
し

た
。
た
と
え
ば
朝
鮮
考
古

学

の
専
門
家
と
い
わ
れ
て
す
ぐ
名
前

が
出

て
く
る
人
と
い
え
ぱ
有
光
教
授
で
す
が
、
そ
れ
以
外
小
泉

さ
ん
は
お
年
で
す
。
そ
れ
か
ら
後
は
私
の
世
代
ま
で
な

い
の
で

す

。

戦
後
は
出
て
な
い
。
逆

に
朝
鮮
と
日
本
の
関
係
を
考
古
学

的

に
解
明
し
な
き

ゃ
い
か
ん
と
い
う
問
題
意
識
を
も

っ
て
わ
れ

わ
れ

か
ら
後
の
世
代
に
出

て
き

て
る
。
だ
か
ら
ブ

ラ

ン
ク
が
二
、

三
十

年
あ
り
虫
す
、
同
じ

こ
と
は
大
陸
考
古
学

に
関

し
て
も
い

え
る

の
で
す
。
大
陸
と
戦
後
、
学
術
的
交
流

の
な
か

っ
た

こ
と

は
目
本

の
考
占
学
.
歴
史
学

に
と

っ
て
は
致
命
的
な
痛
手

だ
と

い
う

ふ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
こ
う

い
う
発

見
が
契
機
に
な

っ
て
、
何

ら
か
の
形
で
正
常
な
交
流

の
で
き
る

こ
と
を
希
蝦
し
束
す
6

北

朝
鮮
と
は
情
報
交
換

が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、

む
こ
う

は
動

乱

の
間
に
致
命
的
打

撃
を
う
け
て
い
ま
す
。
中
園

は
学
者

の
層

も
厚

い
し
、
中
国
と

は

い
ろ
い
ろ
期
待

で
き

る
と
思
い
ま

す
、天

皇
陵

の
問
題
な
ど

も
口
本

の
考
占
学
者

に

「
天
皇

陵
を
発

掘
し

た

い
か
」
と

い
え
ば

お
そ
ら
く
ノ
ー
と

い
う
声
が
多

い
と

思

い
ま
す
。
私
も
個
入
的
に
は

「今
さ
ら
堀

っ
て
も
」

と
い
う

感

じ
を
も

り
て
い
ま
す
ね
”
堀

っ
て
少
こ
し
目
先

の
違

う
も
の

が
出

な

い
と
は
申

せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
天
皇
陵

に
近

い
規
模

の

も

の

-
-

応
神
、
仁
徳
陵

は
別
で
す
が
ー

百

メ
ー
ト

ル
ク
ラ

ス
の
前
方
後
円
噴
の
発
掘

は
戦
後
だ
い
ぶ
あ
る
わ
け
で
す
、
そ

の
辺

で
類
例
は
柑
当

つ
か
ま
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

し
か
も

天
皇
家

と
い
う
も
の
に

つ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
も

っ
て
る

イ
メ
ー

ジ
、

天
皇
は
褒
族

の
中
で
特
殊

な
も
の
で
あ

っ
た
と
考

え
る
か

ど
う

か
な
ん
で
す
よ
。
天
皇
陵
を
堀

っ
た
ら
新

し

い
も

の
が
わ

か
る
と
思
う
人
は
、
天
皇
家

は
他
の
豪
族
と
比
べ
た
ら

一
段
と

別
だ

っ
た
と

い
う
考
え
を
も

つ
人
だ
と
思

い
ま
す
。
私

は
研
究

者

と

し
て
は
、
天
皇
も
豪
族
も
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
か

っ
た
と
考

え
ま
す
。
た
と
え
ば
仁
徳
陵

は
堺
に
あ
る
応
神
陵
は
誉

田
に
あ

る
。

崇
神
天
皇
は
大
和
に
あ
る
。
今
河
内
王
朝
と

か
飛
鳥
王
朝

と

か
王
朝
と
い
う

こ
と
は
要

す
る
に
豪
族
が
あ
ち

こ

ち

に

い

て
、
そ

の
中
で
秀
で
た
も

の
が
順
番
に
天
聖

に
な

っ
た
可
能
性

が
あ

る
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
天
皇
陵
と
い
う

こ
と
で
な
し

に
、

た
ま
た
ま
そ
の
時
強

か

っ
た
豪
族
ー

あ

る
い
は
持
ま
わ

り
し
た

の
か
知
れ
ま
せ
ん
が
ー

そ
う
い
う
崇
族

の
墓
だ
と
し

た

ら
、
類
例
は
他
に
も
あ

る
わ
け
で
す
。
天
皇
陵

だ
か
ら
と
い

っ
て
と
く
に
期
待
す
る
と

い
う

の
は
、
や
は
り
万
世

一
系

の
思

想

に
影
響
を
う
け
て

い
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思

い
ま
す
。
考
古

学
者

は
割
り
合

い
そ

の
よ
う

に
考

え
て
い
る
ん

じ

マ
な
い
で
し

ょ
う

か
.
た
だ
明
治

の
初

め

に
台
風
が
あ

っ
て
仁
徳
陵
で
土
崩

れ
が

あ

ッ
た
、
そ
こ
か
ら
石
拙
が
出
て
物
が
で
て
る
ん
で
す
。

そ

こ
に
は
い
い
も
の
が
入

っ
て
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
非
常

に
変
わ

,
た
ガ
ラ

ス
の

コ
ッ
プ
が

一
つ
出
た
か
ら
と
い

っ
て
、

は
た
L
て
歴
史
事
実

が
ど
れ
だ
け
解
明
さ
れ
る
か
に
役

と

い
う

こ
と
で
す
よ
、
た
と
え
げ
騎
馬
民
族
論

の
解
明

に
非
常

立

つ
だ
ろ
う
と
い
う
な
ど
と

い
わ
れ
ま
す
が
。

し
か
し
仁
徳
陵

か
ら
馬
具
が
出
た
か
ら
と

い
っ
て
不
思
議

で
も
何

で
も
な

い
。

あ

の
時
代
に
は
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
か
ら
。

そ
う
す
る
と
天

皇

陵

に
馬
具
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
騎
馬
民
族
論
と
は
無
関

係

で
す

よ
。

質
問

最
近
開
発
が
進
ん
で
、
今
ま
で
も
ず

い
分
遺
跡
を

つ

ぶ
し
て
し
議

っ
た
,何
と
か
く

い
と
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答

私
が
へ
、
や

っ
て
る
仕
事
は
そ
れ
で
す
.
日
本

の
埋
蔵
文

化
財
.の
保
存
の
行
政
で
す
が
、
文
化
庁
で
た

っ
た
四
人
で
す
、

口
本

で
埋
蔵
文
化
財
遺
跡

は
公
称
十
四
万
か
所
。

こ
れ
は
昭
和

三
十

六
、
七
、
八
年
に
調
査

し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
以
後
、
あ

ち

こ
ち

で
調
査
し
直
し
て
ま
す
。
そ
う
す
る
と
私

の
推
定

で
は

五
十

万
か
所
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
あ
三
十
万
か
ら
五
十
万

と
私

は

い
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
し
ま
す
と
日
本

の
平
野

面
積
、

居
焦
可
能
地
城
は
、

ほ
ぼ
三
+
五
万
平
方
キ

ロ
で
す
か

ら
、

一
平
方
キ

ロ
に

一
か
所
遺
跡
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

(7)
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住
宅
開
発
を
や
る
と
必
ず
遺
跡
に
ぶ

つ
か
る
。
す
る
と
こ
れ
は

届
け
出
る
義
務
が
あ
る
、
こ
れ
は
決

ま

っ
て

い
て
年
間
千

三
百

件
ほ
ど
届
け
出
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
長
官

の
命
令
で
指
示
で

き
ま
す
。
指
示

と
い

っ
て
も
工
事
を
と
め
る
と
い
う
指
示
は
法

律
で
は
で
き
な

い
。

せ
い
ぜ
い

「事
前

に
発
掘
調
査
し
て
下
さ

い
.
最
低
調
査

せ
ず
に
こ
わ
す
こ
と
だ
け
は
や
め
て
下
さ
い
。

調
査
し
た
上
で

こ
わ
し
て
下
さ
い
」
あ
る

い
は

「重
要
な
遺
物

が
出
て
き
た
ら
何
と
か
残
し
て
下
さ

い
」

と
お
す
が
り
し
て
る

ん
で
す
.
そ
れ
が
年
間
千
三
百
件

で
す
.
千

三
百

と

い

っ

て

も
、
文
化
庁

に
は

四
人
し
か
い
な
い
か
ら
各
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
に

い
く
わ
け
で
す
.
こ
の
担
当
官
は
多

い
と
こ
ろ
で
千

葉
県
の
四
十
人
、

ふ

つ
う
十
人
ぐ
ら

い
。
発
掘
し
た
り
、
相

手

の
業
者
を
指
導

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

(
そ
う

い
う
係

の
い
な

い
県
も
口
本
中

で
数
県
あ
り
ま
す
)
。
ど
う

い
う
ふ
う
に

や

り

て
い
く
か
が
ま
た
大
変

で
す
。
た
と
え
ば
表
示
す

る

と

し

て

も
、
遺
跡
の
範
囲
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と

に
つ
い
て
の

一
つ

 
つ
の
デ
ー
タ
は

一
つ
も
な
い
.
も
う

一
つ

は
、
表
示
す
る
と
主
権
の
侵
害
に
な

る
,
所
有
者
が
許
し
ま

せ

ん
.
そ
こ
で
徹
底
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

い
。
し

か

し

最

近

は
、
府
県
あ
る

い
は
市
町
村
で
も
専
門
技
師
を
持

つ
と
こ
ろ
が

ふ
え
て
き
て
、
文
化
財
に
対
す
る
関

心
が
深
ま

っ
て
き
た
。
少

く
と
も
役
所

の
建
築
関
係
、
あ
る
い
は
農

業
構
造
関
係
な
ん
か

に
上

ワ
て
く
る
書
類
は
全
部
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
そ
う
い
う
の
が

ふ
.瓦
て
い
ま
す
。
次
第
に
解
決
す
る
方
向

に

い
っ
て
ま
す
が
、

問
題
は
人
手

で
す
。
発
掘
で
き
る
人
間

と
お
金
で
す
。
国
立
大

学
で
考
古
学

の
講
座
の
あ
る
の
は
九

つ
か
入

つ
、
そ
れ
に
対

し

土
木
工
学
の
講

座
は
百
あ
り
ま
す
。
考
古

学
技
術
脅
、
環
境
保

全
の
た
め
の
技

術
者
養
成
と
い
う
の
が
大

問
題
に

な

ワ
て

い

ま
す
。
開
発
技
術
者
百
に
対
し
て
八

つ
か
九

つ
。

こ
れ
で
は
た

ち
う
ち
で
き
な

い
。
そ
れ
で
国
史
学
科

で
歴
史
を
や

っ
て
い
た

人
を
急
拠
美
成
す

る
わ
け
で
す
。
堀
縄
式

で
す
が
、
そ
れ

で
こ

し
ら
え
て
る
の
が

日
本
考
古
学
協
会
で
す

。
こ
れ
は
資
格
審
査

が
あ
り
会
員
が

五
百
人
ち
ょ
つ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
、
と
う
て

い
開
発
に
お

い
つ
か
な

い
の
が
現
実

で
す
。

だ
か
ら
都
道

府
県

に
い
る
連
中
は
掘
屋

で
す
。
も
の
を
考

え
て
る
ひ
ま
も
な

い
。

本
来
考
古
学

の
発
掘

は
堀

っ
た
ら
出
た
と

い
う
単

純

な

も

の

じ
ぞ
な
い
の
で
す

。
羨
道
が
あ
る
か
な

い
か
と
思

っ
て
堀

ら
な

い
と
見

つ
か
り
ま
せ
ん
、
微
妙
な
土

の
色

の
違

い
、
わ
ず

か
な

土
の
堅
さ
の
違

い
ぐ

ら
い
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
み
つ
け
る
わ
け

で
す
、
た
と
え
ば
人
間

の
死
体
を
う
め
る
場
合

に
穴
を
ほ

っ
て

木
焙

を
埋
め
て
土
を

か
ぶ
せ
て
う
め
ま
す
,
昔

で
し
た
ら
,
真

中
を
ガ
サ
ガ

サ
堀

っ
て
骨
が
出

て
副
葬

品
が
山
て
き
た
ら

そ
れ

で
終

わ
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
木
棺
を
埋
め
た
な
ら
穴
が

あ
い
た
は
ず
だ
、
そ

の
穴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と

い
う

こ
と
は

戦
後

に
な

っ
て
や

っ
と
調

べ
る
よ
う

に
な

っ
た
ん
で
す
。
技
術

が
進

む
と
い
ろ

い
ろ
そ
う

い
う

ふ
う

に
し
て
合
理
的
に
物
を
考

え
て
発
掘
す
る
わ
け

で
す
。
と

い
う

こ
と
は
、
要
す
る
に
発
掘

す
る
人
間
が
し

ょ

っ
ち

ゅ
う
物
を
考

え
な
が
ら
堀
ら
な
け
れ
ば

だ
め
な
ん
で
す
よ
。
く
さ

,
て
な
く
な

っ
た
も
の
ま
で
痕
跡

か

ら
や
何
か
ら
見

つ
け
な
け
れ
ば

い
け
ま

せ
ん
。
木
棺
の
形
な
ん

か
も
、
堀
り
方

に
よ

っ
て
は
わ
か
り
ま
す
。
ど
う
い
う
形
を
し

て
い
た
か
、
し

ょ

っ
ち

ゅ
う
仮
説
を
た

て
な
が
ら
堀
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
や
る
た
め
に

は
勉
強
し
て
い
な
け
れ

は
し
け
な
い
わ
け

で
す
。
開
発
の
波

の
中

で
、
堀

っ
て
堀

っ
て

加
り
ま
く

っ
て
い
る
と
勉
強
の
時
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
金

の
方

だ
け
で
も
た

っ
ぷ
り
あ

る
か
と
い
う
と
、

こ

れ
は
大
蔵
省
を

ふ
く

め
て
日
本
国
政
府

の
財

政
方
針
が
原
因
者

負
担
、
受
益
者
負
担

で
す
。
こ
れ
は
文
化
庁

な
ん
か
に
対
し
て

は
悪
原
則
だ
と
思
う

の
で
す
。
遺
跡
が
あ
る
と
、

「
こ
わ
す
と

い
う
以
上
は
、

こ
わ
す
人
間
が
そ
れ
に
よ

っ
て
益
を
う
け
る
は

ず

で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
わ
す
人
が
経
費
を
掛
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
の
が
原
則

で
す
。
こ
れ
は
口
本

だ
け
で
な
く
、

ユ
ネ

ス

コ
、
欧
米
で
も

そ
う

で
す
。
し
か
し
公
団
公
社
な
ん
か
だ
と
金

は
と
れ
ま
す
。

し
か
し
道
路
関
係
な
ん
か
で
の
道
路
公
団
の
予

算
が
二
千
億
、

そ
の
う
ち
文
化
財
関
係

は
た

っ
た
五
億
で
す
。

そ
の
五
億
を
ど
う
削

る
か
で
キ

ュ
ー
キ

ュ
ー
と
し
て
い
る
。
昨

年
は
=
.億

で
す
。

そ
の
前
年
は

「
億

八
千
万
円
、
そ
れ
だ
け
道

路
公
団
は
文
化
財

を
こ
わ
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い

の
ピ
ッ
チ
で

こ
わ
し
て
る
わ
け
で
す
。

一
方

民
間
開
発
の
.悪
質

業
者
、
個
人
の
場
合

は
、
国
が
補
助
金
を
出
す
。
そ
の
た
め

の

予
算
は
四
十

一
年
度

で

一
億
二
千
四
百
万
円

で
す
。
そ
れ
は
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
補
助

で
す
.
公
団
だ
け
で
も

起
億
円
出
し
て

い

ま
す
。
そ
れ
を
日
本

国
政
府
は
二
億
五
千
万
円
で
す
、
こ
れ
で

は
何
も
で
き
な

い
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
方
か
ら
.
選
跡

を
堀
る
と
か
調
査
す

る
か
ら
金
を
く
れ
と
電
話
が
き
ま
す
。

こ

っ
ち
は
手
持
ち
が
な

い
の
で
す
。
も
う

四
十

七
年
の
分
は
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
す
。
金

の
面
で
も
人
の
面

で
も
困
難
な
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

一

第

三

回

ゴ

ル
7
の
会

優

勝

は
泉
会

員

(
N

E

T

)

五
月
二
十

八
日
、
富
士
平
原
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
プ

(
丹

一.
沢
コ
ー
ス
)

で
行
な
わ
れ
た
第
三
回
ゴ

ル
フ
の
会

コ
ン
ペ

一

は
、

ス
タ
ー
ト
時

こ
そ
あ
い
に
く

の
雨
ま
じ
り
で
あ

っ
た

が
、
後
快
晴

の
好

天
に
恵
ま
れ
参
加
者

一
同
原
理
事
長
杯

`
一

皿
を
目
ざ
し
、
薫

風
の
中
に
解
放
さ
れ
た
日
曜
日
を
楽
し
ん

一

だ
。

.

優
勝

二
位

三
位

泉

毅

一
(
N
K
T
)

前
旧

雄
二

(事
務
局
)

原

臼

山ハ
哉

(
共

同
)

(8)
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春
日

一
幸
民
社
党
委
員
長

昭

和

47
年

4

月

26

目

(
水

)

ナ

ゴ

ヤ

キ

ャ

ッ

ス

ル

〃
綴

の

問

”

当
名
占
屋

で
初

め
て
の
日
本
記
者

ケ
ラ
ブ

の
お
集
り
に
、γ
ス

ト
と
し
て
選

ら
ば
れ
.
光
栄
に
存
じ
よ
す

」
へ
-
ロ
は
私
か
こ
の

度

の
訪
巾
-で
見
聞

し
た
様

々
の
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
、
皆
隊

に

ご
報
告
し
た

い
と
思

い
、乳
す
.

昨
年
八
月

一
.口
酉
村
委
員
長
急
逝
の
後
、
党

の
委
員
長
に
選

任
さ
れ
虫
し
た
が
、
そ

の
時

の
立
候
補

の
決
意
を
う
な
が
し
た

原
因
の

】
つ
は
11
中
国
交
回
復

の
問
、題

で
あ

-1
張
す
、
わ
が
国

政
の
当
面
す

る
課
題

は
ロ
ー-
国
交
回
復

で
あ
り
、
そ
の
た
め
従

来
の
民
翫
党

の
対
中
共
政
策
を
大
幅
に
転
換

す
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
し
,
立
候
補

し
た
わ
け
で
す
、
折

し
も
松
村
謙
、.↑先
生

が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
葬
儀
に
王
国
権
氏
が
参
ら
れ
た
の
が
・へ

月
の
終
り
ご

ろ
'.㌧
し
た
.
そ
の
時
私
は
会
見
を
申
し
込
み
、
わ

れ
わ
れ
の
訪
巾
-
の
意
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
、
ま
た
当
地
の
あ

の
ピ
ン
ポ

ン
外

交

の
後
藤
釧
二
氏
な
ど

の
斡
旋
も
あ
り
,
申
し

出
て
か
ら
約

六
か
月
後
非
常
に
ス
ム
ー

ス
に
八
,回

の
民
社
党

の

訪
中
が
実
現

し
た
わ
け
で
す
、

な
お
こ
の
間
、
私
は
日
本
と
中
国
と

の
国
交
.回
復
は
米
国
と

の
関
連

に
お

い
て
、
米
国
の
方
針
と

い
う

も

の
が
[
本
の
外
交

に
大

さ
く
影
響
を
持

つ
も
の
で
あ
ろ
う
・二
考

え
、
ぜ
ひ
と
も
米

国

の
真
意
を
探
り
、
そ
れ
を
掌
握
し
な
が

ら
巾
-国
訪
閤
を

L
な

け
れ
ば
と
の
考

え
で
、
昨
年
卜
月

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
発
女
後

の
米

司
を
訪
司
し
た
わ
け
で
す
、
そ
二
で
得

た
私

の
感
触
は
行

く
こ

と
は
行
く
の
だ
が
、

こ
の
ニ
ケ
ゾ

ン
の
訪
中
・に
よ

っ
て
米

国

の

対
台
湾
.
対
中
共
政
策

は
質
的
に
変
化
す

る
も

の
～、は
な
く
、

い
わ
ば
11
本
な
み
の
窓
ロ
を
期
待
し
て

い
る
に
過
ぎ
な

い
と
了

承
し
て
来
虫
し
た
、
は
た
せ
る
か
な
訪
中
後

の
焦
同
声
明
を
見

て
も
あ
の
程
度
の

こ
と
で
あ
り
虫
し
た
。

こ
の

ニ
ケ
ソ
ン
訪
中

が
終

っ
た
後
、
私
ど
も
民
朴
党
に
対
す
る
招
請
が
あ

っ
た

わ
け

で
十

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
後
政
党
と
し
て
中
国
を
訪
問
り
る
の
は

私
ど
も
民
祉
党
が
初

め
て
で
し
た

の
で
、

ニ
ク
ソ
ン
訪
中

に
ょ

る
恥
中
会
談
に
よ
り
中
共
が
何
ら
か
の
変
化

を
見
せ
て
い
る
の

か
否

か
と
い
う
疑
問

に

つ
い
て
の
解
答
が
、
私
ど
も
訪
中
団

に

期
待

さ
れ
て

い
た

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ま
す

こ
の
よ
う
な

状
況

の
中
で
、
私
は
次

の
よ
う
な
考

え
を
持

り
て
出
発
し
た
わ

け
で
す
.
昨
日
ま
で
米
帝
国
工
義
は
…匹
界
人
類
共
通

の
敵

と
言

い
放

∩
て
い
た
中
国
が

ニ
ク
ゾ
ン
と
あ
の
よ
う
に
親
密
に
話

し

合

い
、
友
た
そ
れ
を
可
能
に
す
る
方
向

へ
国
際
気
運
も
高

ま

っ

て

い
る
。
口
本
政
府

の
み
例
外
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

い
で

は
た

い
か
、
何

ら
か
の
虹
㌍前
交
渉
、
何

ら
か
の
政
府
間
接
触
を

や

っ
て
み
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
私
が
今
度
の
訪
中
で

少
L
で
も
進
め
て
み
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

..」月
二
十
九
目
に
出
発
し
四
月
十
六
口
に
帰

り
て
参
り
ま
し

た
「
ボ
味
十
五
口
問
を
北
京

に
滞
在

し
、
こ
の
間

周

羅
鯉
来

総

理
.
郭
詠
若
氏
と
も
会
見
し
壷
し
た
、
会
談

の
中
心
と
な

っ
た

の
ば
ゴ」
旧
口権
…、
}上
暁
壁
ハ氏

ら
の
中
日
交
好
協
ム減
の
一川
々
で
十
、

会
談
は
十

二
目
問
密
接
に
行
な
わ
れ
虫
し
た
、
既
に
基
本

的
原

則
と

の
う
も

の
は
托
会

・
・公
明
あ
る

い
ば
11
中
議
連
等
と

の
焦

同
声
明

に
ょ
り
明
確

に
な

弓
て
お
り
ま
す

の
で
、
私
ど
も
が
出

・回
く

二
と
に
美
11
新

し
く
取
り
決

め
な
け
21
ば

な
ら
な
い
も

の

は
何
も
た

い
わ
け
一.・す

.
冒
敢
申

し
上
げ
ヒ
よ
う
に

二
ヶ
ソ
ン

訪
中
お
よ
び
国
際
情
勢

の
変
化
に
、
中
国
が
影
響
を
受
け
変
化

を
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
虫
,.缶
一
ク
ソ
ン
会
談
等

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
原
則
さ
え
尊
重
す
れ
ば
中
因
は
そ
の
原
則

の
適
用
に

つ
い
て
ゆ
と
り
を
見
せ
る
の
か
ど
う
か
、
な
ら
ば

こ

の
時
点

に
お

い
て
政
胸
間
接
触
と

い
う
も

の
は
吋
能

で
あ
る
の

か
否
か
L

こ
れ

ら
の
点
を
打
診
す
る
と

こ
ろ
に
今
回
の
訪
中

の

凱思
味
が
あ

↓
た
わ
け
で
す
,
八
77
11
は
そ

の
よ
う
な
点思
味
で
中
尉困

側
と
の
や
り
と
り

の
あ
り
の
ま
ま
を
ご
報
告

し
た
い
と
思

い
圭

す
、北

京

へ
着

い
た
最
初

の
11
、
四
月
ニ
ー1
中
国
側
,要
人
に
よ
る

歓
迎
.ハ
ー
テ

ィ
が
聞

ら
か
れ
た
席
上
、
私
は
挨
拶
の
中
で
次

の

点
を
力
説
し
ま
し
た
、
民
祉
党

の
中
国
問
題

に
対
す
る
基
本
的

立
ち
場
は
第

十
六
回
党
大
会
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

い
わ

ゆ
る
三
原
側
に
立

つ
も
の
で
あ
る
。
す

で
に
こ
れ
ら
の
.原
則
は

公
明
、
日
中
議
連
等

と
の
問
で
か
わ
さ
れ
た
共
同
声
明
で
明
ら

か
に
さ
れ
て

い
る
、
わ
れ
わ
れ
は
今
後

こ
れ
ら
の
諸
.原
則
が
日

本
政
府

の
基
本
的
立
ら
場
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
所

存

で

あ

(9)
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る
。
す
で
に
口
本
政
府
も
日
中
国
交

の
正
常
化
を
心
底

で
は
痛

感
し
、
そ

の
た
め
の
諸
条
件

の
整
備
と
具
体
的
な
行
動

の
契
機

を
模
索
し
は
じ
め
て
い
る
よ
う

に
私
は
見
て
い
る
。

そ
の
意
味

で
日
中
両
国
間
に
存
在
す
る
今

日
の
障
害
は
、
早
晩

「
打
開
し

得

る
障
害
」
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
確
信
す
る
。
先

に

ニ
ク
ソ
ン

訪
中
に
よ
り
中
国
は
米
国
と

の
間

に
多
く

の
懸
案
を
残

こ
し

つ

つ
も
、
対
話
の
道
を
切
り
開

い
↓.に
。
巾
国
と
日
本

の
場
A
[
、
米

国

と
の
場
合
以
上
に
複
雑
な
諸

問
題
が
存
在
し
、
そ
れ
を
打
開

す

る
に
は
多
く
の
困
難
が
と
も

な
う
こ
と
を
双
方
と
も
卒
直
に

認
識
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
従

っ
て
こ
こ
で
要
求

さ
れ
る

の
は
何

よ
り
も
日
本
側
の
原
則

の
尊
重
と
そ
れ
の
中
国
側

の
柔

軟
な
適
用

で
は
な
い
か
と

い
う
点

に

つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

そ

の
後
中
国
側
十
名
、
私
ど
も
十
三
名
で

一
般
論

か
ら
個
別

の
問
題

に
至
る
ま
で
幅
広
く
討
論

い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
間
に

お
き
ま
し
て
何
度
が
決
裂
し
そ
う

な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
.
た

と
え
ば
核
問
題
、
あ
る
い
は
日
本

軍
国
撹
義
、
台
湾

三
原
則
の

尊
重

と
承
認
と
の
問
の
隔
り
等

の
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
最
終
的

に
あ

の
よ
う
な
共
同
声
明
を
ま
と

め
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け

で
す
。

中
国
側
と
わ
れ
わ
れ
民
社
党

は
も
と
よ
り
そ
の
思
想
、
信
条

を
異

に
す
る
.
言
う
ま
で
も
な
く

中
国
側
は
共

産

主

義

で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
は
左
右
ど
ち

ら

の
全
体
主
義
に
も
反
対
す

る
民

主
祉
会

主
義
で
す
。
し
か
し

(
日
中
国
交
回
復
)
と

い
う
課
題

は
た
し
か
な
た
だ

一
つ
の
実
体

で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
双
方
に

共
通

の
も

の
で
す
。
双
方
が
対
等

の
立
ち
場
で
相
互
尊
重

に
も

と
つ

い
て
問
題
の
本
質
を
追
求
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
相
違
点
、

共
通
点
が
明
確
に
な
る
。
問
題

の
核

心
を
掌
握
せ
ず
に
解
決

は

あ
り
得
な

い
と
の
意
図
で
わ
れ
わ
れ
は
あ
の
共
同
声
明
作
成

の

仕
事
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
中
国

は

一
九

五
四

年
対
印
協
定
、
そ
し
て
翌
年

の
バ

ン
ド

ン
会
議
以
来

「平
和
共

存

五
原
則
」
を
外
交

の
基
本

と
し
て
堅
持
し
て
い
る
。

こ
こ
で

わ
れ

わ
れ
が
注
H
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は

こ
の

五
原
則

と
口
中
国
交
回
復
に
関
す
る
三
原
則
と

の
関

連

に

つ

い

て
で

す
。

わ
れ
わ
れ
は
共
国
声
明
0

の
臼
中
関
係
花
常
化
条
項

の
⇔

の
中

で
、
台
湾
は

「す

で
に
中
国

に
返
還
さ
れ
た
も

の
」
と
指

摘

し
ま
し
た
が
、
現
在
中
国

の
領
土
た
る
台
湾

に
対

し

て
そ
の

生
権

の
行
使
が
阻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
中
国
側

は

「領

土
が

侵
略
さ
れ
、
そ
の
主
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
」

と

の
意
識

に
立

り
て

い
る
、
さ
ら
に
言

う
な
ら

「
そ
の
室
権

の
行
使

に
逆

っ
て

い
る
も

の
は
.反
逆
者
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
者

に
協

力

し
て

い
る
も
の
は
中
国
に
対
す
る
侵
略
者

で
あ
る
」
と
規
定

す

る
わ

け

で
す
。
従

っ
て
現
在

の
台
湾

の
状
況
は
平
和
五
原
則

の
中
の

三
原

則
、
相
互
不
可
侵
、
領
土

、
主
権
の
相
亙
尊
重
、
内

政
不

干
渉

を
躁
踊

し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
す
.

な

お
、

こ
こ
で
言
う

「
台
湾

は
す
で
に
中
瞬
に
返
還

さ

れ
た

も

の
」
と

い
う
中
国
側

の
確
信

は
次

の
よ
う
な
根
拠

に
基

づ
い

て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
カ
イ

ロ
宣
言

に
明

示

さ

れ
た

「
日
本
人
が
日
清
戦
争
に
よ

っ
て
清
国
入
か
ら
奪
取

し
た
台
湾

は
中

国

に
返
還
さ
せ
る
」
と

の
内
容
を
受
け
た
ポ

ッ
ダ

ム
宣
言

を
受

諾
し
た
日
本
は
、
そ
の
時
点

に
お
い
て

「
台
湾
を
中

国
に

返
還

さ
せ
る
意
思
を
表
明
し
た
」
も
の
で
あ

ッ
て
、
現

に
、
そ

の
取

り
決

め
に
従

,
て
昭
和

二
十
年
十
月
二
十
五
口
、

日
本

政

府
代

表
、
台
湾
総
督
安
藤
利
吉

と
中
国
側
代
表
陳
儀
と

の
間
に

台
湾

の
返
還
と
接
収
に
必
要
な
外
交
上
の
処
理
は
法
的
に
完

了

し
て

い
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て
現
在
中
華
人
民
共

和
国

政
府

が
中
国
人
民
を
代
表
す
る
唯

「
の
政
府
と
し
て
国
連

に
そ

の
地

位
を
回
復
し
て
い
る
の
は
、
以
上

の
中
国
側

の
主
張

が
国

際
的

に
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の

現
実

を
認
め
な
い
も
の
は
こ
と
さ
ら
に
中
国
人
民
を
敵
視

す
る

立
ち
場

を
頑
迷
に
困
執
す
る
も

の
と
断
定
せ
ざ
ろ
う
得
な

い
と

い
う
わ
け

で
す
。
中
華
人
民
共
和
国
は
こ
の
平
和
共
存

五
原
則

之
対
台
湾
条
項
三
原
則
は
、
過
去

二
十
三
年
間

一
貫
と
し
て
堅

持
し
今

目
に
至

っ
て
お
り
、
ま

た
将
来
に
向
か

っ
て
も
変
更

で

き
な

い
も

の
で
あ
る
こ
と
を

ハ
ッ
キ
リ
と
表
明
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
民
杜
党

は
わ
れ
わ
れ
が
当
面
し
て

い
る
国

際
情
勢

は
激
動
し
、
変
化
し

つ
つ
あ

っ
て
そ
の
新
し

い
方
向
は

東
西
対
決
時
代
を
脱
却
し
、
融
和
を
求

め
る
対
話

の
時
代
に
移

行
し
て

い
る
こ
と
を
力
説
し
ま

し
た
。
ま
た
日
台
条
約

に
関
し

て
は
、
当
時
被
占
領
国
で
あ

っ
た

目
本
が
占
領
国
で
あ

っ
た
米

国
の
強

い
要
請
を
受
け
て
行
な

っ
た
も
の
で
、
自
由
な
選
択

で

締
結
し
た
も
の
で
な

い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き

ま
し
た
、
そ
の
後
目
台
間
に
い
ろ
い
ろ
の
事
実
関
係
が
発
生
し

て
い
る
。

た
と
え
ば
台
湾

に
は
約

三
、
O
O
O
人
の
日
本
人
が

居
住
し
て
お
り
、
政
府
、
民
間

の
長
期
借
款
が
四
億
数
 千
万
ド

ル
。
経
済
的
な
問
題
は
損
得
で
割

り
切
れ
る
問
題
だ
が
、

日
台

条
約
破
棄
を

一
方
的
に
宣
言
す
れ
ば

こ
れ
ら
台
湾

の
日
本
人
の

身

の
上

に
何
が
起

こ
る
か
は
予
測
が

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に

日
台
条
約
を

一
挙
に
廃
棄

す
る
こ
と
は
現
実

の
政
治
問
題
と
し

て
は

い
ろ

い
ろ
な
困
難
が
あ
る
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
“
中
双
方

の
政
治
家

の
任
務

は
目
中
国
交

回
復

の
問
題

に

つ
い
て

「
そ
れ

に
向

か

っ
て
努
力
す

る
こ
と
で

足
り
る
」
も

の
で
は
な
く
、
実

に
そ
れ
は

「
日
中
国
交

.回
復
を

実
現
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
し
、
従

っ
て
こ
の

際

日
中
双
方
に
要
求
さ
れ

る
も

の
は

「原
則
の
尊
重

と
そ
の
柔

軟
な
適
用
」
で
は
な

い
か
と
民
社
党

の
見
解
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
米
中
会
談

の
例
に
な
ら
い
こ
の
際

日
中
両

国
政
府
は
何
ら
か
の
予
備
交
渉
も
し
く
は
政
府
間
接
触
を
行
な

う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
く
り
返
し
強
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対

す
る
中
国
側

の
見
解
は
明
確

に
し
て
、
か

つ
不
動

の
も

の
で
し

た
。

そ
れ
は

「平
和
共
存
五
原
則
と
台
湾
問
題
】一.原
則
」
は
、

(10)
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中
華

人
民
共
和
国
存
立
の
根
本
義

で
あ

っ
て
、
絶
対
的
な
も

の

で
あ
る
。
中
共
が
国
家
と
し
て
そ

の
主
縮
を
確
保
す

る
た

め
の

こ
れ
ら
の
要
件
は
公
正
に
し
て
不
可
決
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の

実
行
面

に
い
さ
さ
か
の
ゆ
と
り
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な

い
。

こ

の
ほ
ど
米
国
と
の
間
に
行
な
わ
れ
た
中
米
会
談
は
過
去
十

六
年

間

に
わ
た

っ
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
な
ど
で
積
み
重
ね
ら
れ

て
き

た
折

衝

の
延
長
線
上
の
行
事
で
あ
る
。

か

弓.
て
戦
争
状
態

の
な

か

っ

た
米
国

と
戦
争
の
相
手
国

で
あ

っ
た
口
本
と
で
は
そ
の
応
対

の

態
度
に
相
違
が
あ
る
の
は
自
明

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と

い
う

わ
け

で
す
。
中
共
は
平
和
五
原
則
、
対

台
湾
条
項
=
..原
則
を
受

け
入

れ
な

い
相
手
と
語
リ
へ
[
う
意
思
は
ま

っ
た
く
な

い
。
相
千
方
に

そ

の
条
件
が
完
金
に
整
う
ま

で
、

こ
の
先
何
年
で
も
待

つ
方
針

で
あ
る
と
簡
単
卒
直
に
そ
の
態
度

を
表
明
し
ま
し
た
。

し
か
し

現
在

は
激
動

の
時
代
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
の
時
代
で
あ
る
.

そ

の
激
動
の
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ

翼
ン
の
中
で
何
か
し
ら
突
発
的

ア
ク
シ
ヂ

ン
ト
で
も
起
き
て
、

そ
れ
が
戦
争
あ
る
い
は
武
力
衝

突

に
で
も
な
れ
ば
大
変
な
こ
と

で
あ
る
、
従

っ
て
今

に
し
て
そ

の
よ
う
な
危
険
な
要
因
を
無
く
す

る
努
力
が
、
ま
さ
に
緊
急
焦

眉

で
は
な
い
か
。
何
年
で
も
待

つ
と

い
う
態
度
は
危
険

で
は
な

い
か
と
言

い
ま
し
た
の
に
は
次

の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

わ
れ

わ
れ
は
A
17
目
本
の
二
十
六
倍

の
国
土
、
人
口
八
億
、

こ
れ

だ
け

の
者
が

 
心
に
団
結
し
て
社
会
主
義
建
設
に
遡
進
し
て

い
る
、

そ

の
よ
う
な
ア
ク
シ
デ

ン
ト
の
た
め
に
、
よ
し
や
そ
の
建
設
が

お
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た

と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ

は
問

題
を
あ

い
ま
い
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
内
部
混
乱
を
生
ず

る

マ

イ
ナ
ス
面
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
方
が
国
家
経
営
と
し
て
よ
り
確

実

な
路
線

で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

以
上
が
口
中
国
交
回
復
に
対
す

る
中

国

の
態

度
、
方
針

で

す
。

こ
れ
に
よ

っ
て
中
国
が
国
際
情
勢

の
変
化
に
よ

っ
て
も
何

ら

の
影
響

を
受
け
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
米
巾
会
談

に
よ

っ
て

も

い
さ
さ

か
も
そ
の
方
針
が
変
化

し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か

で
な

い
か
と
思
う
。
こ
う

い
う

こ
と
で
相
乎
が
あ
る
な

ら
、
ま

た
口
中

国
交

正
常
化
問
題
が
何

人
も
阻
止
で
き
な

い
H
中

両
国

民

の
歴
史

的
願
望
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
つ
な
ら
、

こ

の
上
は

日
本

政
府

の
聡
明
な
る
決
断
を
要
求
す
る
よ
り
ほ
か
な

い
と
私

は
思

い
ま
す
。
帰
国
の
途
中
、
深
川

で
三
木
さ
ん
に
会

い
ま
し

た
が

、
そ

の
.二
木
さ
ん
が

一
昨

日
帰
国
さ
れ
、
そ
の
観
測

談
話

を
新

関
}等
で
読
み
ま
し
た
が
、
私
が
闇
恩
来
、
王
国
権
…か

ら
受

け
た
威
}触

と
や
は
り
同

一
の
も

の
で
し
た
。
で
す
か

ら

こ
の
上

は
誰

が
何
と
言
お
一つ
と
も
中
国

の
態
度
は
変
化

の
な

い
も

の
だ

と
考

え
て
拠

い
と
思

い
ま
す
。
相

手
が
米
国
で
あ
ろ
う

と

ど
こ

で
あ

ろ
う
と
、
民
社
党
だ
ろ
う
が
社
会

・
公
明

・
議
連

だ

ろ
う

が
何

人

で
あ
ろ
う
と
、
さ
詣乳
が

モ
ラ
ル
の
国
、
励凹
子

の
国

、
入

に
よ

q
て
法

を
説
く
と
い
う

こ
と
が
な
く

.
つ
の
姿
勢
、

.
つ

の
態

度
、

こ
れ
を
実
践
し
て

い
る
わ
け
で
す
.
誰
が
何

ん

と
言

っ
て
も

こ
の
原
則
は
巾
-国
は
変

え
な
い
と
川
心う
、
変

え
な

い
と

い
う

こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
な

ら
こ
ち
ら
が
そ
れ
に
ム
n
わ

せ
て

行
く

か
、
そ
れ
と
も
今
ま
で
通

り
の
敵
視
関
係
を
将
来

も
続
け

て
行

く
か
.
二

つ
に

.
つ
し
か
疏

い
と
思
う
,

三
木
武
夫
自
民
党
代
議
士

昭

和

47

年

5
月

1ー

口

(
木

)

帝

国

ホ

テ

ル

ス
カ

イ

ル

ー

ム

先

般

一
週
間
と
い
う
短
か

い
旅
行

で
し
た
が
、
中
国

を
訪
問

し
て

周
総

理
と
も
前
後
二
回
、

か
な
り
時
間
を
か
け

て
話

す
機

会
が

あ
り
、
私
自
身
に
と

っ
て
は
有
益
な
中
国
訪
問

で
あ

り
ま

し
た
.
そ
れ
で
今
”
は
中

国
問
題
を
中
心
と
し
て
お
話
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

今

日
、
米
ソ
両
国
支
配
時
代
が
去

っ
て
.
多
極
化

の
時
代
を

む

か
え
た
。
単
に
ア
メ
ーー

カ
の
軌
道
を
迫
う
,

い
わ
ゆ
る
追
随

外
交

で
は
す
ま
さ
れ
な
く
な

っ
て
き

た
。

ま

た

「
時
を
稼

い

で
お

れ
ば
何
と
か
な
る
」
と

い
う

「
あ
な
た
ま
か
せ
」

の
や
り

方

で
は
や
れ
な
い
時
代
が
き

た
。
日
本
が
主
体
性
を
も

っ
て
、

み
ず

か
ら
の
見
通
し
、
判

断
、
責
任
で
決
断

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
時
代
だ
と
い
う

こ
と

だ
。

そ
の
決
断

は
政
治
家
が
し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
事
務

べ
ー

ス
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
激

動
期

と

い
う
も
の
は
、
政
治
家
が

一
身

に
責
任
を
負

っ
て
決
断

を

し
て

い
る
。
だ
か
ら
世
界
が
前
進

し
て
い
く

の
だ
、
決
断
な

し
に
、

た
だ
時
を
檬
ぐ
と

い
う

こ
と
で
は
、

こ
の
激
動
期
は
乗

り
き

れ
な

い
。

ニ
ク
ソ
ン
の
訪
中

に
し
て
も
、
英
国

ピ
ー
ス
首

枳

の
E
C
加
人
だ

っ
て
,
西
独

の
ブ

ラ
ン
ト
首
相

の
東
方
外
交

に
し
て
も
、
国
内
で
は

い
ろ
ん
な
異
論
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
長

い
目
で
み
て
、
国
家
国
民

の
為

に
利
益
だ
と
い
う
信
念

の
上
に

立

っ
て
、
選
択
と
決
断
を
行

な

っ
た
わ
け
だ
。
中
国
問
題
も
こ

こ

一
、

二
年

こ
の
ま
ま
で

い
こ
う
と
す
れ
ば

い
け
る
。
し
か
し

そ
れ
で

い
っ
た
い
ど
う
な

る
と

い
う
の
で
あ
る
か
。
も
う
少
し

目
盛

り
を
長
く
し
て
五
年
先
.
十
年
先
と

い
う
尺
度

で
、
視
野

を
広
く

し
て
考
え
て
み
れ
ば
、

そ
の
う
ち
、
米
中
関
係
は
も

っ

と
接
近
す

る
で
あ
ろ
う

し
、

ア
ジ

ア
諸
国
だ

っ
て
、
今
は
反
共

国
家

と
か
、

い
ろ
い
ろ

い
っ
て

い
る
が
や
が
て
中
国

と
の
問
の

国
交

正
常
化
に
踏
み
き

っ
て

い
く

で
あ
ろ
う
。
口
本

だ
け
が
、

い
つ
ま
で
も
、
冷
戦
時
代

の
考

え
方

に
し
が
み

つ
い
て
世
界
の

大
局

に
も
歴
史
の
潮
流

に
も
取

り
残
さ
れ
て
い
い
と

い
う
の
で

あ
ろ
う

か
。
国
民
が
そ
れ

で
結
構
だ
と
い
う
筈
は
な

い
。

日
本
が
ど
こ
の
国
と
も
友
好
関
係
を
維
持
す

る
と

い
う
こ
と

に
異
論
を
さ
し
は
さ
む
も

の
は
な

い
。
し
か
し
、
戦
後

二
十
七

(11)
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年
、

い
ま
だ
に
国
交
も
回
復
し
て
い
な
い
の
は
、
中
国
だ
け
で

あ
る
。
外
交

懸
案

の
解
決
に
は
、
優
先
順
位
を

つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
.
そ
れ
が
中
国
問
題
だ
と
私

は
い
う

の
だ
。
臼
中

の

パ
イ
プ
が

つ
な
が
ら
ず
、
互

い
に
疑

心
暗
鬼
で
い
る
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
目
本

の
外
交
基
盤
の
弱
体
化
を
き
た
し
て
い
る
こ
と

か
。

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
訪
中
す
る
と
い

っ
て
シ
・・
ッ
ク
を
受
.

け
、
ゲ

ロ
ム
イ

コ
外
相
が
微
笑

し
た
と
い

っ
て
動
揺
し
て
い
て

は
心
細

い
.

こ
れ
も
口
中

の
パ
イ
プ
が

つ
な
が

っ
て
い
な

い
結

果
で
は
な

い
か
、

日
本
外
交
が
、
主
体
性
を
も

っ
て
、
中
国
問
題
に
み
つ
か
ら

の
決
断
を
示
す

こ
と
が
、
多
極
化
時
代

の
日
本
外
交

の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ

ン
だ
と
私
は
信

じ
て
い
る
。
目
中
関
係
が
正
常
化
さ
れ

れ
ば
日
米
関
係

が
悪
化
す
る
、
あ
る
い
は
、
日
ソ
悶
係
が
冷
却

す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
人
が

い
る
。
そ
う
な
る
と
よ

思
わ
な
い
、
ま
た
、
そ
う
さ
せ
て
は
な

ら
な

い
。
む
し
ろ
、
そ

れ
に
よ
り
日
本

の
外
交
的
基
盤
を
強
化
す
る
と
私
は
信
じ
て
い

る
。
戦
後

二
十

七
年
た

っ
て
も

い
ま
だ

に
国
交
が
正
常
化
し
な

い
、
不
幸
な
]
中
関
係
を
改
善

し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
当

然

の
こ
と
で
あ

る
。
お
そ
き
に
失
す
る
く

ら
い
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

]
中

の
国
交
正
常
化
を
や

ろ
う
と
決
意
を
す
る
な

ら
ば
、
先
ず

μ
本

の
考
え
方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

は

考
え
方
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
。
い
ろ

い
ろ
議
論
は
さ
れ
て
い

る
が
、
問
題

の
本
質

に
ふ
れ
た
議
論
だ
と
は
思
わ
な

い
。

日
中
永
遠

の
和
解
は
、
中
国

の
い
い
な
り
に
な
る
こ
と
で
達

成
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
日
本
国
民
が
納
得
し
な
け
れ
ば
、

真
の
日
中
友
好
に
な
る
わ
け
が
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
中
国
に
対
す
る
日
本

の
基
本
的
な
姿
勢
が
き

ま
ら
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

い
く

ら

「和
製
キ
ッ
シ

ン
ジ

ャ
ー
」
を
派
遺
す
る
と

い
っ
て
み
て
も
始

ま

ら

な

い
。

「あ
ひ
る
の
水

か
き
外
交
」
と
い

っ
て
み
て
も
あ
ひ
る
の
本
心

が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
進
展
が
望
め
る
わ
け
が
な

い
。

そ
れ
で
は
、
ど
う

い
う
点
で
日
本
の
考
え
方
を
整
理
し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
か
と

い
え
ば
、
ま
ず
台
湾
問
題

に

つ
い
て
で
あ

る
。
台
湾
と
の
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、
口
中
国
交
回
復
は
で

き

な

い
か
と
考

え
る
人
が
相
当

い
る
こ
と
が
世
論
調
査

に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
、

い
ま
ま
で
政
府
が
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
よ

う
な
説
明
を
し
て
き
た

か
ら
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、

一
番

い
い

姿

で
な
い
か
と
国
民
が
考
え
る
こ
と
も
無
理

か
ら
ぬ
こ
と
が
あ

る
、
ま
た
、

ニ
ク
ソ
ン
が
最
近
訪
中

し
て
台
湾

の
現
状
を
維
持

し
な
が
ら

「事

炎
」
」

の
国
交
関
係
を
樹
立

し
た
の
で
、
日
本

も
、
そ
れ
が
で
き
な

い
か
と
い
う
希
望
的
な
観
測
も
う
ま
れ
て

き
た
面
も
あ
ろ
う
。

し

か
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
場
合

に
は

で
き

て
も
,
同
本

の
場
合
は
、
台
湾

と
の
関
係
の
現
状
を
維
持

し
な
が
ら
、
日
中

の
国
交
回
復
を
す

る
と

い
う
こ
と
は
で
き

な

い
。
中
国
に
対
す

る
目
米
の
立
ち
場

の
相
違
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

一
番
大
き

な
相
違
は
、
戦
時
中

ア
メ
リ
カ
は
中
国

の
同
盟
国
で
あ
り
、
口

本

は
敵
国
で
あ
り
、
ま
だ
戦
争
の
跡
始
末
も

つ
い
て
い
な
い
と

い
う

こ
と
だ
)

台
湾
と
の
現
状

を
維
持
し
な
が
ら
、
日
中

の
国
交
回
復
は
で

き
な

い
の
だ
、
と

い
う

こ
と
を
政
府
は
正
直

に
国
民
に
語
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
国
交
回
復

を
見
お
く

っ
て
も
台

湾
と

の
現
状
維
持

を
望

む
と
国
民
は
い
う

で
あ

ろ
う
か
。
台
湾

の
現
状
維
持
を
断
念

し
て
で
も
、
日
中

の
国

交
正

常

化

を

望

む
と

い
う
の
が
、
国
民
多
数
の
声
だ
と
、
私

は
信
じ
て
い
る
。

次

に
考
え
方
を
整
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
第

…
に

中
国

と
日
本
と
の
間

に
法
的
な
戦
争
状
態
が

お
わ

っ
て

い
る
と

思
う

の
か
、
思
わ
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
で
あ
る
。

こ

れ
は
台
湾
と
の
平
和
条
約

の
問
題
に
も
関
連
す

る
重
大

な
問
題

だ
.
こ
れ
に
対
す

る
考
え
方
を
は
っ
き
り
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第

二
に
は
、
台
湾
が
中
国
を
代
衰
す

る
資
格
を
も

っ
て
い
る

と
思
う
の
か
、
思
わ
な

い
の
か
、
こ
れ
も

イ

エ
ス

・
ノ
ー
を
は

っ
き
り
さ
せ
ね
ば
な

ら
た

い
。
第
三
に
は
、
台
湾

は
中
国
の
不

可
分
の
領
土
で
あ
る
と
思
う
の
か
、
思
わ
な

い
の
か
。
こ
れ
も

重
要
な
問
題
点
で
あ
る
。

私
も
中
国
か
ら
嬬

っ
て
、
自
民
党

の
大

か
た
の
意
見
を
ま
と

め
な
け
れ
ば
日
中
問
題

は
前
進
し
な
い
と
考

え
、
積
極
的
に
各

種

の
会
合
に
戯
席

し
て
、
説
明
も
し
た
り
、
議
論
も
し
て
い
る

の
で
す
が
、
先
程

い

っ
た
点
に
つ
い
て
自
民
党
議
員
の
イ

エ
ス

・
ノ
ー
は
は

っ
き
り
整

理
さ
れ
て
い
な

い
。

私
の
見
解
は
、
第

一
の
点
に
つ
い
て
は
戦
争
状
態
が
法
的
に

お
わ

っ
て
い
な

い
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
中

華

人
民
共
和
国
と

の
問

に
戦
争
の
跡
始
末

に

つ
い
て
何

の
話

し

合

い
も
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
戦
争

の
終
結
は
、
国
際
法

の
規
定
で
も
相
手
方

の
同
意
が
い
る
。
ま
た
第

二
の
点
に

つ
い

て
は
、
国
連

の
決
議

に
徴
し
て
も
、
今

日
、
中
国
を
代
表
す
る

唯

一
の
政
府
は
中
華
人
民
共
和
国
で
あ

る
。
台
湾
は
中
国
を
代

表
す
る
資
格
を
も

っ
て

い
な

い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

第

.二
の
点

に
つ
い
て
は

(中
華
人
民
共
和
国
)
が
現
実
に
台

湾
を
支
配
し
て
な

い
こ
と
は
事
実
で
あ

る
が
、
中
国
は

一
つ
で

あ
り
、
中
国
を
代
表
す
る
政
府
は
中
華
人
民
共
和
国
政
府
で
あ

る
か
ら
、
台
湾
は
原
則

的
に
は
、
そ
の
不

可
分

の
領
土
で
あ
る

と

い
う

こ
と
だ
。

日
華
平
和
条
約
は
全
中
国

を
代
表
す
る
と
い

う

「仮
定
」
の
も

と
に
な
り
た

っ
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
、
付
属
文
書

に
よ

っ
て
条
約
の
効
力

の
範
囲
と
い
う
も

の

を
国
民
政
府

の
支
配

の
及
ぶ
範
囲
と
限
定

し
て
い
る
。
初
め
か

ら
条
約
の
効
力
は
大

陸
に
は
及
ん
で
な

い
。

し
か
も
そ
の
条
約

を
結
ぶ
二
年
半
前

に
は
、
す
で
に
中
華
人
民

共
和
国
は
成
立
し

て
い
た
の
だ
か
ら
北

京
と
平
和
条
約
を
結

ぶ

べ
き

で
あ

っ
た
か

し
れ
な
い
が
、
そ

の
時

の
国
際
情
勢
下
、
当

時

の
日
本
は
そ
れ

(12)
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炉
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
せ
め
て
も
条
約
の
効
力

の
及
ぷ
範
洲

』
制
限
を
加
え
て
H
華

平
和
条
約
を
結
ん
だ
わ

け
だ
。
だ
か
ら
、

」
の
条
約
を
も

ソ
て
北
京

と
の
問
に
戦
争

の
跡
始
末
が
法
的
に

つ
い
た
と
い
う
こ
と
は
無
理

で
あ
る
。

新

し
く
平
稲
条
約
を
中
華

入
民
共
和
国
政
.府

と

の
間
に
結
ば

な
け
れ
ば
法
的
に
戦
争

の
跡
始
末
が

つ
い
た
と
は

い
え
な
い
。

以
上

の
三
つ
の
点
に

つ
い
て
、
私
の
い
う
よ
う
に
認
め
る
と
す

る
な
ら
ば
日
華
平
稲
条
約

は
、
そ
の
存
在

の
基
盤

を
失
な
う
、

だ
か
ら
日
華
平
和
条
約
を
解
消

し
て
、
中
華
入
民
共
和
国
と
新

し
く
平
和
条
約
を
結
ば

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う

こ
と
に
な

る
、

こ
れ
が
私
の
中
国

に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方

で
あ
る
、

こ
の
考
え
方
に
国
民
的
同
意

、
そ
れ
を
実
行
す

る
政
府
与
党
、

自
民
党

の
澱
え
方
が
ま
と
虫

る
な
ら
ば
、
政
府
間
交
渉
に
入
れ

る
わ
け
で
あ
る
、
実
務
的
諸

問
題
は
交
渉

の
場

で
話

し
ム
ロ
え
ば

い
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実

行
す

る
人
間

の
信

頼
性

が
あ
れ

ば
、
大
し
て
支
障
な
し
に
国
交
回
復
の
話
し
合

い
は
で
き
る
と

私

は
確
信
し
て
い
る
.

何
と
か
こ
う

い
う
考

え
方

で
白
民
党
を
ま
と
め
た

い
と
11
下

努
ヵ
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
.

こ
れ
は
、
中
国

ベ
ー

ス
で
も
な

け
れ
ば
、
中
国
の
い
い
な
り
で
も
な
い
。
私
自
身

、
昭
和
四
卜

一二
年
、
佐
藤
総
理
.二
選

の
時

の
総
裁
選
挙
を
争

っ
た
時
以
来
、

い

,
て
き
た
日
中
国
交

回
復

の
基
本
・線
で
あ

る
。

こ
う

い
う
基
本
認
識

と
基
「本
姿
勢
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
間

交
渉

に
入
れ
る
.
そ
し
て
そ
れ
を
実
行
せ
ん
と
す

る
人
間
に
信

頼
性
が
あ
る
な
ら
ば
大
き
な
支
障
な
し
に
日
中
國
交
正
常
化
の

闇
μ題

の
解
決

は
.円
能

で
あ
る
と
い
う
の
が
私

の
確
信

で
あ
る
。

ア

フ

リ

力

統

一

機

構

使

節

団

(
O
A
U

)
団

長

ダ

ッ

ダ

(
蜜
・
O
・
U
巴

自
斗

)
大

統

領

記

者

会

見

わ
れ
わ
れ
ア
フ
リ
カ
砕机

訂
磯
橿
…使
節
団

の
来

日

の

目

的

は

現
在

の
ア
フ
リ
カ
の
情
勢

を
”
本
政
府
お
よ
び
口
本
国
民
に
説

明
す

る
た
め
で
す
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
若

い
大
陸

で
人

目
お
よ

そ

.二
債
閥。
そ
の
う
ち

の
二
億
七
千
万
入
が
金
部
独
立
国
囲
の
国
民

で
あ

り
ま
し
て
、
国

に
し
ま
す
と
四
十
四
の
独
立
国
が

あ
0
ま

す

、

こ
の
独
立
国
は
す
べ
て
ア
フ
ーー
カ
統

一
機
構

の
メ

ン
バ
ー

で
あ

る
と
同
時
に
国
連

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
磯
念
な

こ
と

に
残

こ
り
の
三
千
万
人

の
ア
フ
リ
カ
人
は

い
ま
だ
独
立
を

は
た

し
て
お
り
ま
せ
ん

.
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人

々
は
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
植
民
地
の
下
に
あ

っ
た
り
し
て
、
人
種
差
別
に
悩

ん
で
お

り
ま

す
、
と
り
わ
け
南
…
ロ
ー
デ

シ
ア
と
か
ア
ン
ゴ
ラ
、

モ
ザ

ン

ビ

ー

ク
な
ど
で
は
古

い
人
種
差
別
政
策

に
基
づ
く

い
ろ

い
ろ
な

圧
迫

に
多
く
の
人
々
が
苦

し
ん
で
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
わ
れ
わ
れ

の
最
大

の
関
心
と
い
う
の
は
三
千
万
人

の
い
ま
だ
独
立
を
勝
ち
と

っ
て
い
な
い
人
々
、
自
人

に
よ
る
入

種

差

別
で
苦
し
ん
で

い
る
入
遠
を
解
放
す
る
と

い
う

こ

と
で

す
。

ポ
ル
ト
ガ

ル
の
人
種
差
別
か
ら
そ
れ
ら
の
人

々
を
解
放
す

る
と

い
う
こ
と
が
わ
れ

わ
れ
の

一
番
の
関
心
事

で
す
。

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
白

人
種
に
よ
る
人
種
差
別

の
政
策

に
対

し
て
、
日
本

の
皆
さ
ん
は
ど
う
受
.け
と

り
て

い
ら

っ
し

雫
る
で

し

ょ
う
か
.
こ
の
よ
う
な

ア
フ
リ
カ
の
情
勢

と

い
う
も

の
は
、

昭

和

47

年

4

月

26

μ

(
水

)

日

本

記

者

ヶ

ラ
ブ

ル
ー

ム

口
木

の
皆
さ
ん
に
も
次

の
二
つ
の
面
に
お

い
て
関
係
し
ま
す
、

一
つ
は
わ
れ
わ
れ
と
の
関
連

に
お

い
て
、
も
う

↑
つ
は
南

ロ
ー

デ

シ
ア
な
ど
と
の
関
連

に
お

い
て
で
す
。
ア
フ
リ
カ
か
ら
み
る

と

日
本
は
非
常
に
発
展

し
た
先
進
国
、
に
業
国

で

あ

D

薫
し

て
、

日
本
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
原
材
料
を
輸
人
す

る

必

要

が
あ

り
、
ま
た
完
成
品
を
輸
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
ア
フ
リ
カ
を
必

要

と
し
て
い
ま
す
。

残

念
な
こ
と
に
現
在
日
本

は
わ
れ
わ
れ

の
ア
フ
リ
カ
だ
け
で

は
な
く
、
わ
れ
わ
れ

の
敵

で
あ
る
ア
フ
リ
カ
と
も
技
術
援
助
お

よ
び
通
商
関
係
を
持

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
行
な
う

こ
と
が

わ
れ

わ
れ
の
敵
を
強
め

る
こ
と
で
あ
る
と

い
・'7
こ
と
を
、
11
本

は
意
識
し
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事

実

は

そ

う

で
す
、
で
す
か
ら
皆

さ
ま

に
お
願

い
し
た

い
の
は
日
本

と
ア
フ

リ
カ
の
関
係
を
、
わ
れ
わ
れ

の
敵
の
ア
フ
リ
カ
で
は
な
く
独
立

し
て

い
る
わ
れ
わ
れ

の
ア
フ
リ
カ
に
向
け
て
進

め
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
、
も
ち
ろ
ん
早
急

に
実
現
で
き
る
も

の
と
は
思

ッ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
長
期
的

に
見
る
な
ら
ば
、
U
本
国
民
が
わ

れ

わ
れ
の
ア
フ
リ
カ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
が
望
ま
し
い

と
わ
れ
わ
れ
は
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

私

は
日
本
に
と

っ
て
わ
れ
わ
れ
の
敵
の
ア
フ
リ
カ
市
場
が
今

の
時
点

で
は
大
事
な
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を

よ
く
知

っ
て
お
り

(13)
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ま
す
、
し
か
し
こ
の
市
場
は
た
し
か
な
市
楊
で

は

な

い

の
で

す
、
と

い
う

の
は
こ
の
市
場
は
楠
民
地
主
義
者
、
侵
略
者

に
よ

る
市
楊

で
あ
り
、
お
そ
か
れ
馳
か
れ

ア
フ
リ
カ
入
に
場
所
を
譲

ず
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
現
在
四
十

四
の

独
立
国
が
あ
り
ま
す
、
こ
れ
ら
独
立

の
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
か
な

ら
ず
や
場
所

を
譲
ず
る
運
命
に
あ

る
ト旧
場

で
す
”
最
後

に
統

一

機
構
と
し

て
口
叡

の
皆
さ
ま
に
、
わ
れ
わ
れ
の
解
放
の
闘

い
を

国
民
の
あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
援
助

し
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

質
問

O

A
U
の
代
表
団
は
過
去

に
ど
の
よ
う
な
国
々
に
派

遺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、

～ill列琵か ら一=人目ダ ・グOAU議 長

答

私

の
前
任
者

の
ザ
ン
ビ
ア
大

統
領
は

四

か
国

を
訪
問

し
.
私
は
日
本
を

ふ
く
め
て
十
四
か
国

R

で
す
。

質
問

佐
藤
総
理
と
の
会
談
で
受

け
た
印
象
に

つ
い
て
.

答

興
味
を
持

っ
て
聞

い
て
下
さ

っ
た
。
た
だ
し
あ
ま
り
結

果
と

い
う
も

の
を
性
急
に
期
待
さ
れ

て
も
困
る
と

い
う

こ
と

で

す
、
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
し
ま
し

て
も
将
来
わ
れ
わ
れ

の
希

望
が

か
な
え
ら
れ
る
こ
と
を
根
気

よ
く
待
ち
ま
す
。

質
問

闘

い
と
お

っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
闘

い
に
優
先
.慎

位
を

つ
け
る
な
ら
ば
、
南

ア
に
お
け
る
入
種
差
別
の
問
題

に
優

先
権
を
与

え
る
の
か
、
あ
る
い
は
ポ

ル
ト
ガ

ル
と
の
闘

い
の
方

に
優
先
権
を
与

え
る
の
か
、

答

一
与

を
優
先
す
.⇔
こ
と
な
く
,
同
時
に
闘

り
て
行
く

の

が
わ
れ
わ
れ

の
主
張

で
す
、
ま
た

フ
ラ

ン
ス
語
の
表
現

に
あ
り

雲
す
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
の
敵

の
友

人

は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て

敵
で
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

質
問

ム
フ
回

の
O
A
U
使
節
団

の
成
果
に

つ
い
て
、

も
し
結

果
が

あ
ま
り

お
も
わ
し
く
な
い
場
へ
口
は
O
A
U
は
今
後
ど
う

い

う
立

ち
場
を
と

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

答

結
果
が

早
く
わ
か
る
と

い
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
ぞ
ま

し
い
、
し
か
し
せ

っ
か
ち
に
期
口
を
き

っ
て
ま
で
結
果
を
求

め

る
と

い
う
こ
と
を

し
な
い
.
帰
り
ま
し

て
モ
ロ
ッ
三
.・行

な

わ

れ
る
O
A
U

の
会
議

で
,あ

成
果
、
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
場
で
O
A
U

の
シ
チ

ュ
エ
ー
シ

ゴ
ン
を

も
討
議
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

日
本

の
通
商
、
貿
易
が
独

立

ア
フ
リ
カ
、
あ
る

い
は

敵
の
ア
フ
リ
カ
と

の
間
に
ど
れ
く
ら

い
の
数
字
を
も

っ
て

い
る

か
。
公
表

し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答

持

リ
て

い
る
が
.
こ
の
場

で
公
表
す
る
の
は
ふ
さ

わ
し

く
な

い
と
考

え
ま
す
。

東
独
政
治
代
表
団

記
者
会
見

昭

和

47

年

5

月

9

”

(
火

)

口
本

.記

音

ク

ラ

ヅ

ル
ー

ム

口
本
と
同

じ
よ
う
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
も
領
土
の
狭

い
国

で
す
。
面
積

は
殴
界

で
九
十
二
番
日
、
人
口
は

二
十

九

番

で

す
、
産
業
水
準
は

ヨ
ー

ロ
…、
パ
で
第

五
番

目
の
工

業

国

で

あ

り
、
世
界

で
は
第
十
番
[
の
工
貰

国
で
す
、

わ
れ
わ
れ

の
第

】
の
口
的
は
平
和
的

な
工
裳
の
建
設
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
す
で
に
現
在
、
.電
,
、
機
械
、
造
船
等

の
工
業

は
非
常
な
発
展
を
見
せ
て
お
り
ま
す

.
阿
叡

の
場
へ
”
と
同
隊

に

わ
が
国
も
資
源

に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
ま

せ
ん
が
、
⊥
業
は
よ
く

発
達
し
て
お
り
ま
す
、
そ
し
て
、
社

会
主
義
諸
国

の
み
な

ら
ず

資
本
・モ
義
的

な
国
と
も
・貿
易
を
行
な

っ
て
お
り
玄
す
.

ム
,年

の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
商
業
見
本
市
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ

う
に
日
本

の
工
業
.も
わ
が
国
と
の
貿
易

に
績
極
的
な
興
味
を
示

し
一、
お
り
ま
す
。
た
し
か
に
両
国

の
工
業

は
と
も
に
お
圧

の
貿

易
の
た
め
の
可
能
性
の
閃
子
を
秘
め

て
い
る
と
彦
え
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
こ
う
し
た
関
係
を
さ
ら
に
大
き
く
前
進
さ
せ
る
た
め
に

は
国
家

レ
ベ

ル
に
お
け
る
関
係
と

い
う
も

の
が
肝
要
だ
と
田
山
い

ま
す
。

今
口
の
時
点

に
お

い
て
両
国
間

の
国
交

回
復
は
必
要
で
あ

る

と
わ
れ
わ
れ
は
考

え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
は
自
主
的
な
園

で
す
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
側
に
は
国
交
正
帯
化
に
反
対
す

る

理
由
は
何

一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

へ
》
後

の
両
樋
の
経
済
関
係

の
可
能
性
に
つ
い
て
。
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団
長

わ
れ

わ
れ
と
し
て
も
日
本
市
場

へ
の
可
能
性
と

い
う

も
の
を
認
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
輸
出

に
あ
た

っ
て
は
機
械

工

業
が
わ
が
国
が
誇
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
見
本

市

で
具
体
的
な
商
談
が
あ

っ
た
事
実

を
わ
れ
わ
れ
は
認
識

し
て

お
り
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
、
両
国
間

の
輸
出
入

の
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
問
題
だ
と
考

え
ま
す
、
貿
易
関
係
促
進

は
何

も
の
に
対
し
て
も

マ
で
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
る
も

の
で
な
い
と

考
え
ま
す
。

小
島

(
ロ
イ
ダ
ー
)

両
国

の
国
交
回
復

に

つ
い
て
、

ハ
ー
バ
ー

先

紐
も
団
け艮
か
ら
申
し
ヒ
げ
た
の
で
す
が
、
す

で
に
両
国
間
に
お

い
て
国
交
を
配
常
化
す
る
時
が
来
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
両
国

の
関
係

の
発
達
、
改
准
口

と
い
う
も
の
が
何

ら
か
の
形
で
第

.一.囚

に
損
害
を
与
え
る
も

の

で
は
あ

っ
て
は

い
け
な

い
、

わ
れ
わ
れ
は
琵
権
…園
…家
で
す
、
ど

の
よ
う
な
資
叡
主
義
諸
]四

東独政治代表団

ドイツ社会主義統 一・党中曳 委員,
入民.儀会議員

中央委員会付属政治経済研究ゆ「長

中央委員会国際局部長

外務省H本 課所属

III。nsM。dτQw

:

.iIer1)ertHaebei

lH。nsJungb1。 ・

LutsIくleinert

と
関
係
を
結
ぶ

か
は
わ
れ
わ
れ
自

身
が
決

め
る

こ
と
で
す
、
た
と
え

ば
フ
ラ

ン
ス
の
ポ

ン
ピ
ド
ー
政
権

で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
わ
が
国
と
フ

ラ
ン
ス
の
国
交
正
常
化
と

い
う
問

題
は
も
は
や
話

し
合

い
の
問
題

で

は
な
く
、時
間

の
問
題
な
の
で
す
。

小
島

日
本
政
府
と
公
的
あ
る

い
は
秘
密
裡

に
交
渉
を
持

つ
予
定

よ
:
・:
■c

団
長

公
的

に
も
秘
密
哩
に
も

そ
の
r
定
は
な

い
、
し
か
し
滞
在

中
、
日
本

の
代

表
的
な
政
治
家

で

あ
る
衆
、
参
両
議
長
と
話
し
合

い

を
持
ち
ま
す

.

布
施

(
口
経
)

両
独

の
国
連
加
盟
問
題
、
お
よ
び
欧

州
血女

保
の
今
後

の
見
通

し
に

つ
い
て
伺

い
た

い
。

団
長

“
本
が
束
画
ド
イ

ツ
の
国
連
加
盟
を
支
持
し
て
く
れ

れ
ば
幸

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
欧
州
安
保
体
制

に
つ
い
て
は
西
ド

で
ツ
に
お
い
て
条
約

が
批

准
さ
れ
れ
ば
非
常
な
テ
ン
ポ

で
進

む
と
思

い
ま
す
。
ま
た

そ
う
な
れ
ば
わ
れ

わ
れ
の
側
も
そ
れ
に
対

し
て
対
応
す
る
よ
う

処
置
し
ま
す
,
西
ド
イ
ツ
と
ソ
連

の
協
定
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、

主
た
西
ベ
ル
リ

ン
協
定

の
発
効
.時
期
も
い

ま
る
の
で
は
な

い
か

と
思

い
ま
す
、

布
施

東
独
と
中
国
と
の
関
係

に

つ
い
て
。

団
長

わ
が
国

と
中
国
と
の
聞
係
は
国
交
が
正
常
化
さ
れ
た

形

で
す
し
、
も
ち
ろ
ん
ベ
ル
リ

ン
に
も
中
国

の
大
使
館
が
あ
り

ま
す
。
北
京
に
も
わ
が
国

の
大
使
館
が
あ
り
ま
す
、

い
わ
幽
る

中
国

の
問
題
が
、

日
本
と
わ
が
圓
と

の
国
交
正
常
化
問
題

に
関

し
て
河
ら
支
障

に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
島

衆
、
参
両
議
長
と
の
話
し
へ
目
い
の
場
で
両
国
]困
交
正

常
化

の
問
題
を
話
す
予
定
は
あ
り
吏
せ
ん
か
。

団
長

も
ち
ろ
ん
単

に
お
茶
を
呑
む
た
め
に
来
た
の
で
は
あ

り
豪
せ
ん
。
機
会
が
あ
れ
ば
わ
れ
わ
れ

の
考

え
を
話
す

つ
も
り

で
す

。
日
刊
工
業

通
商
代
表
部
交
換

の
提
案
を
す
る
の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
と

い
う
推
測
が
あ
る
が
、
も
し
そ
れ
を
提
案

す
る
と

す
る
な
ら
何
時
、
誰

に
す
る

つ
も
り

か
。

団
長

現
在
も
東
京
に
東
ド
イ
ツ
共
和
国

の
通
商
部
が
あ
り

ま
す
が
、

こ
れ
は
国
家
的
承
認
を
得

た
も

の
で

は

あ

り

ま
せ

ん
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
状
態
を
さ

ら
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
興

味
を
持

っ
て
お
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
国
寂
的
水
準

で
の
通

商
代
表
部
交
換

の
提
案
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
経

両
国

の
国
交
正
常
化
問
題

に
つ
い
て
は
日
本
政
府

の

態
度
待
ち
と
解
釈
し
て
良

い
か
.

団
長

過
去

の
こ
と
は
過
去

の
こ
と
と
し
て
、
〈
,
の
時
点

で

国
交
正
常
化
は
必
要
と
考
え
る
。
そ
し
て
東
ド
イ
ツ
共
和
国

と

し
て
は
日
本
と

の
国
交
回
復

の
条
件
を

つ
ね
に
準

備

し

て

い

る
、

(通
訳

ク
ラ
で
ナ
ー
ト
、
百
住
)

ゲ

レ

ロ

(
い
o
「
o
コ
N
o

O
犀
o
匿
¢
H
o
)

二
力

ラ

グ

ア
外

相

記

者

会

見

昭
和
47
年

4
月

7
日

(金
)

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
別
室

司
会

(
前
田
事
務
局
長
)
初
め
に
福
田
外
相
と
の
会
談
内

容

に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

外
相

今
回
の
訪
問

は
特
別
使
節
団

の
団
長
と
し
て
両
国
問

の
政
治
、
経
済

の
・緊
密
化
を
は
か
る
た
め
に
来
日
し
た
わ
け

で

す
、
そ
こ
で
両
国

の
間

で
政
府
、
民
間
を
含

め
た
混
合
委
員
会

の
よ
う
な
も

の
を
作
り
ま
し
て
ニ
カ
ラ
ゲ

ア
に
対
す
る
技
術

、

虻
化
,
経
済
協
力
を
は
か
る
な
ど
の
点
に

つ
い
て
話
し
合

い
ま

し
た
。

司
会

と
く
に
口
本

に
対
し
て
ど
ん
な
協
ヵ
を
期
待
し
て

い

る
か
。

外
相

日
本
は
棉
花
、
肉
な
ど

の
ニ
カ
ラ
ヅ

ア
産
品
を
も

っ

と
も
多
く
買

っ
て

い
る
国

の

一
つ
で
す
。
ま
た

ニ
カ
ラ
グ

ア
で

も
日
本
か
ら

い
ろ
い
ろ
の
製
品
を
買

っ
て
お
り
虫
す
。
貿
易
量

は
五
千
万
ド
ル
で
バ
ラ
ン
ス
は
よ
く
と
れ
て
い
ま
す
が
わ
れ
わ

れ
は
も

っ
と
こ
の
貿
易
を
拡
大
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

小
池

(
ロ
イ
タ
ー
)

福
田
外
相
と

の
会
凝

で
具
体
的

に
合

意

に
達
し
た
、
と

い
う
よ
う
な

こ
と
は
…
…
、
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外
相

と
く
に
具
体
的
に
合
意

に
連
し
た
と

い
う

こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
両
国
間
の
全
般

的
な
問
題
に

つ
い
て
話

し
A
ロ
い
ま

し
た
。
と
く
に

ニ
カ
ラ
グ

ア
は
中
米
共
同
市
場
と

い
う
も
の
を

作

っ
て

い
ま
す
が
.
日
本
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
で
合

弁

企

業

を
作

り
、
製
品
を
共
同
市
揚
に
出

し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
、
ま

た
海
洋
資
源
開
発
に

つ
い
て
も
、
合
弁
企
業
を
作

り
.
と
く
に

マ
グ

ロ
を
捕
幾
す
る
基
地
を

ニ
カ
ラ
グ

ア
に
作
り
た

い
と

い
う

こ
と
に

つ
い
て
話
し
へ
”
い
ま

し
た
.

橋
本

(
N
H
K
)

最
近

口
本

と
中
南
米
諸
国

の
間

で
は
、

単
に
経
済
而
だ
け
で
な
く
政
治
、
文
化
的
側
面
に

つ
い
て
も
協

ヵ
し
合
う
と

い
う
よ
う
な
気
運
が
出
て
き
て

い
ま
す

が
…
…
、

外
相

今
度
の
来
μ
で
は
と
く

に
技
術
面
に
重
点

を
お

い
て

話
し
合

い
ま
し
た
、
こ
の
面

に

つ
い
て
は
日
本
側

か
ら
も

か
な

り
好
意
的
な
反
応
を
得
ま
し
た
。
た
と
え
ば
日
本

か
ら
技
術
者

を
派
遣

し
て
も
ら

り
て
米

の
品
質
を
改
良
す
る
と
か
、
造
園
技

術
者
、
大

学
の
先
生
な
ど
を
招

き
た

い
と
か
医
学
技
術
を
も

っ

と
も

っ
と
と
り
人
れ
た
い
な
ど

の
点
に

つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

広
橋

(
共
同
)

混
へ
[
委
負

会
は
、

い
つ
ご
ろ
作

ら
れ
る
の

左 か ら ロ レ ン ソ,ゲ レ” 外相,花 通 訳,

か
、外

相

私
が
帰
国
後
、
大
統
領

に
報
告
し
た
上

で

ニ
カ
ラ
グ

ア
側

の
委
員
を
任
命
し
、
商

工
会
議
所
か
ら
も
委
員
を
推
薦
し

て
も

ら
う

と
い
う
形
に
な
る
と
思

い
豪
す
。

広

橋

石
油
化
学
工
場
は
も
う
で
き
て
い
る
の
か
、

外

相

も
う
す
で
に
あ
り
ま
す
。

広
橋

目
本

と
ニ
カ
ラ
グ

ア
間
で
五
千
万
ド
ル
の
貿

易
を
行

な

り
て
い
る
と
い
う
話
が
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
何
年
ご

ろ
の
数

字

か
。

外

相

一
九
六
七
年
で
、

こ
の
年
が
貿
易
額
が
最
も
多

か

っ

た
年

で
す

。
両
国
間
の
貿
易

で
は
棉
花
が
大
き

い
割
合

い
を
占

め
て

い
る
が
、
七
〇
年
は
棉
花
が
不
作
で
貿
易
最
は
落
ち

た
。
し

か
し
今
年

は
六
七
年
の
数
字
に
復
帰
す
る
こ
と
を
期
待

し
て

い

ま
す

.
口
本

か
ら
の
輸
入
量

は
年

々
ふ
え
て
い
ま
す
。
と
く

に
電

気
製

品
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
自
動
車
な
ど
が
ふ
え
て
い
ま
す
.

水

谷

(
東
京
)

近

い
将
来
、
中
国
を
承
認
す

る
意

図
が
あ

る
か
ど
う
か
。
ま
た
来

口
前
、
台
湾

で
蒋
介
石
総
統
と
会

ッ
て

こ
ら
れ
た
が
、
ど
ん
な
話
を
さ
れ
た
か
。

外
相

ニ
カ
ラ
グ

ア
は
申
華
民
国
と
外
交
関
係

を
結

び
、
北

京
政
府
と
は
外
交
関
係
を
も

っ
て
い
な

い
が
通
商
関
係

を
行
な

う

に
は
何
ら
支
障
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
蒋
介

石
と
の

会
談

で
は
あ
く
ま
で
全
般
的
な
世
界
情
勢

に
つ
い
て
話

し
へ
H
い

ま
し

た
。

小

池

(
ロ
イ
ヶ
1
)

当
然
、
巾
国

の
問
題
も
含

め
て
で
す

ね
、外

相

中
国
そ
の
も

の
に

つ
い
て
は
話
し
へ
口
っ
て
お

13
ま
せ

ん
。水

谷

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
、
訪

ソ
に

つ
い
て
中
米
諸
国

は
ど
の

虹
う

な
う
け
と
り
L々
を
し
て

い
る
か
、

外

相

訪

ソ
に

つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
は
ソ
連

と
正
式

な
外

交
関
係
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
何
ら
問
題
は
な

い

と

思

い
ま

す
。
中
国

に

つ
い
て
は
外
交
関
係

は
な
い
国
で
し
か
も
今
ま
で

友
好
国

で
な
か

っ
た
国

で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
非
常

に
大
き
な
違

い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
お
互

い
世
界
平

和

の
た
め
に
何
ら
か
の
手
段
を
見
出

だ
そ
う
と
し
た
、

そ
う

い

う
意
味

で
は
大
変
効
果
が
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
、

司
会

今
後
と
も
台
湾
と

の
通
商
は
続
け
て
い
か
れ

る
つ
も

り
か
、

外
相

そ

の
つ
も
り
で
す
。

ニ
カ
ラ
ゲ
ア
と
台
湾
と

の
間

に

は
直
行
便

は
な
い
の
で
、
日
本

の
港
を
経
由
し
て
貿
易
を
続

け

て
行
き

た
い
と
思

ッ
て
お
り
ま
す
.

水
谷

ア
メ
リ
カ
と
中
粛
…米
諸
国
と
の
関
係
は
、

外
相

国
に
よ

ッ
て
と
く
に
経
済
関
係
な
ど
は
だ

い
ぶ
違

っ

て
い
る
と
思
う
、
そ
の
国
が
ど

ん
な
も

の
を
ア
〆
リ
カ
に
輸
出

で
き

る
か
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
違

っ
て
い
る
.
と

い
う

の
は

ア
メ
リ
カ
が
特
別
の
輸
人
割
り
当

て
を
行
な

り
て
い
る
、
た
と

え
ば
砂
糖

と
か
肉
と
か
が
あ

る
国

は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
強

い
も

の
が

あ
る
が
'
こ
う
い

っ
た
も
の
が
無

い
国
は
市
場
を
他

に
開
拓

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
て

一
概
に

ラ
テ
ン
、

ア
メ
リ
カ
諸
匹
と

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

と
い
う

二
と

は
い
え
な

い
。

小
池

(時
事
)

キ

ュ
ー
バ
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

外
相

キ

ュ
ー
バ
と
は
政
治
的

に
も
経
済
的
に
も
ま

っ
た
く

関
係
を
も

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
将
来

は
キ

ュ
ー
バ
の
政
策

い
か

ん
だ
、
と
わ
れ
わ
れ
は
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
と

い
う

の
は
、

キ

ュ
ー
バ
は
、

ニ
カ
ラ
グ

ア
で
二
十

…
回

の
転
覆
計
画
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
キ

ュ
ー
バ
が

わ
れ
わ
れ
の
政
策
を
尊
重

し
て
く
れ
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
も
そ

れ
に
報

い
ざ
る
を
得
な

い
、
と
考

え
ま
す
、

(
花

通
訳
)
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